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北星学園大学短期大学部の特色等 
 
(1)学校法人北星学園および北星学園大学短期大学部の沿革概要 
 
北星学園の教育の源は、1887 年にアメリカ人女性宣教師サラ・C・スミスが「スミ

ス女学校」を開設し、北海道の女子教育に着手したことに遡る。創立者スミスの教育

に傾けた情熱とクラーク博士の薫陶を受けた当時の少壮の学者たちによる惜しみない

協力によって学園の基礎が築かれ、その後、新渡戸稲造らの助言により「北星女学校」

と命名された。以後、長く北海道の女子教育に専念し、1951 年女子短期大学を開学、

学園の歴史と伝統を継承したが、1962 年社会の要請に応え、男女共学の四年制大学を

開設した。2002 年女子短期大学は共学となり、四年制大学のある大谷地キャンパスに

移転した。 
短期大学部の移転に伴い、短期大学を含めた北星学園高等教育部門の「プロテスタ

ンティズムを基礎とした建学の精神」再確認の作業を開始し、2004 年度には５つのミ

ッション・ステートメントを定め、これを具現化する上で全学体制の中心となるべき

機関としてスミス・ミッション・センターを設置した。 
 

[学校法人北星学園の沿革] 
1887 年  アメリカ人宣教師サラ･C･スミスによりスミス塾が札幌市北 1 西 6 に開塾 
1889 年  スミス女学校として正式認可 
1894 年  北 4 西 1 に校舎移転。北星女学校と校名変更 
1912 年  創立 25 周年記念式典・祝賀会 
1925 年  聖書・英文・家政専攻科設置 
1929 年  南 5 西 17 に新校舎建築移転（後に南 4 西 17 に住居表示変更） 
1937 年  創立 50 周年記念式典・祝賀会 
1943 年  財団法人北星高等女学校と改称 
1946 年  財団法人北星学園と改称 
1947 年  新制北星中学校設置 
1948 年  高等学部設置 
1949 年  北星学園中学校、同高等学校と校名変更 
1951 年  学校法人北星学園に組織変更 

北星学園女子短期大学開設（英文科） 
1954 年  女子短期大学家政科増設 
1955 年  女子短期大学附設幼稚園教諭養成所設置 
1962 年  北星学園大学開設（文学部英文学科・社会福祉学科） 
     北星学園女子高等学校、同女子中学校と校名変更 

北星学園男子高等学校開設 
創立 75 周年記念式典・祝賀会 

1964 年  大学大谷地に移転 
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1965 年  大学に経済学部（経済学科）増設 
北星学園余市高等学校開設 

1967 年  幼稚園教諭養成所を女子短期大学附設保育専門学校と校名改称 
1969 年  女子高等学校に音楽科増設 
1970 年  女子高等学校に英語科増設 
1978 年  保育専門学校を幼稚園教諭・保母養成所と校名変更 
1980 年  大学に専攻科設置 

男子高等学校、下野幌に校舎を新築し移転 
1987 年  大学経済学部に経営情報学科増設 

男子高等学校を新札幌高等学校と校名変更し、共学制実施 
創立 100 周年記念式典・祝賀会 

1988 年  幼稚園教諭・保母養成所廃止 
1989 年  女子短期大学家政学科を生活教養学科に名称変更 
1992 年  北星学園大学大学院設置 
1996 年  大学に社会福祉学部（福祉計画学科・福祉臨床学科・福祉心理学科）増設 
1997 年  創立 110 周年記念式典・祝賀会 
2000 年  大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程設置 

大学院社会福祉学研究科心理学専攻修士課程設置 
大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻博士[後期]課程設置 

2001 年  大学院文学研究科言語文化コミュニケーション専攻修士課程設置 
大学院経済学研究科経済学専攻修士課程設置 
大学が(財)大学基準協会相互評価認定 

2002 年  学校法人北星学園事務局を大谷地に移転 
大学文学部に心理・応用コミュニケーション学科を、経済学部に経済法学科を増設 
女子短期大学を北星学園大学短期大学部と校名変更し、大谷地に移転 
同時に共学実施、生活教養学科を生活創造学科に名称変更 
新札幌高等学校を北星学園大学附属高等学校と名称変更 

2006 年  大学院社会福祉学研究科心理学専攻を臨床心理学専攻に名称変更 
2007 年  創立 120 周年記念式典・祝賀会 
 
[北星学園大学短期大学部の沿革] 
1926 年  英文・家政・聖書専攻科設置（短期大学部の前身） 
1935 年  保育専攻科設置 
1951 年  北星学園女子短期大学開学、英文科設置 
1955 年  家政科設置。女子短期大学附設幼稚園教諭養成所設置 
1967 年  幼稚園教諭養成所を女子短期大学附設保育専門学校と校名改称 
1968 年  短期大学南 5 条校舎建設開始 
1975 年  英文科を英文学科に、家政科を家政学科に名称変更 
1989 年  家政学科を生活教養学科に名称変更 
2001 年  短期大学開学 50 周年 
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2002 年  北星学園女子短期大学を北星学園大学短期大学部に改組し、大谷地に移転 
生活教養学科を生活創造学科に名称変更 

 
(2)北星学園大学短期大学部の所在地、位置、周囲の状況 
 
[所在地] 〒004-8631 札幌市厚別区大谷地西 2 丁目３番１号 
[位置] 
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[周囲の状況] 
 北星学園大学短期大学部が立地する厚別区は、札幌市の東部に位置し、人口は約 13
万人である。面積は 24.38 平方キロメートル、周囲約 28 キロメートルで、札幌市 10
区の中では一番小さな区である。 
厚別区は緑に恵まれ、野幌森林公園を中心に、多くの動植物を目にすることができ

る。北星学園大学短期大学部の立地する大谷地地区も例外ではなく、隣接する大谷地

の森公園の約半分を占めるコナラの林は、北限の群落として北海道の学術自然保護地

区に指定されている。 
キャンパスは市営地下鉄東西線大谷地駅より徒歩 5 分の距離にあり、交通の便にも

恵まれている。 
 
(3)法人理事長、学長の氏名、連絡先および略歴、ALO の氏名、連絡先およびその略歴。 
 
[理事長] 
 氏名：杉本 拓 （1933 年 1 月 1 日生） 
 連絡先：Tel. 011-891-2731㈹ 
 略歴： 
  ・学歴 
   1959 年 3 月  弘前大学 文理学部 卒業 
  ・職歴 
   1959 年 4 月  札幌市役所吏員 

1989 年 4 月  札幌市助役 
1993 年 4 月  財団法人札幌産業流通振興協会理事長 
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1994 年 6 月  (株)札幌都市開発公社社長 
1996 年 4 月  学校法人北星学園評議員 
1999 年 4 月  学校法人北星学園理事 
2001 年 7 月  (株)伊藤組常勤顧問 
2002 年 4 月  学校法人北星学園理事長（現在に至る） 

 
[学長] 
 氏名：金井 新二（1942 年 10 月 29 日生） 
 連絡先：Tel. 011-891-2731㈹ 
 略歴： 
  ・学歴 
   1965 年 3 月 早稲田大学第一法学部卒業 
   1968 年 3 月 東京神学大学神学部卒業 
   1974 年 3 月 東京大学大学院人文科学研究科修士課程修了（文学修士） 
   1978 年 3 月 東京大学大学院人文科学研究科博士課程退学 
 1983 年 2 月 文学博士（筑波大学） 
  ・職歴 
   1978 年 4 月 東京大学文学部助手（宗教学・宗教史学） 
   1985 年 4 月 東京大学文学部助教授（宗教学・宗教史学） 
   1991 年 4 月 東京大学文学部教授（宗教学・宗教史学） 
   1995 年 4 月 東京大学大学院人文社会系研究科教授（宗教学・宗教史学） 
   2004 年 3 月 東京大学退職（名誉教授） 
   2006 年 4 月 北星学園大学・北星学園大学短期大学部学長（現在に至る） 
  
[ALO] 
氏名：中村 浩（1951 年 9 月 5 日生） 
連絡先：Tel. 011-891-2731㈹ 
    Fax. 011-891-6097 
    e-mail knakamura@hokusei.ac.jp 
略歴： 
 ・学歴 

   1974 年 3 月 日本大学文理学部心理学科卒業 
   1976 年 3 月 日本大学大学院文学研究科心理学専攻修士課程修了（文学修士） 
   1979 年 3 月 日本大学大学院文学研究科心理学専攻博士後期課程単位取得満

期退学 
   1987 年 3 月 文学博士（日本大学） 

 
 ・職歴 

  1979 年 11 月 北海道公立学校教員札幌医科大学心理学教室助手 
  1988 年 4 月 北海道公立学校教員札幌医科大学心理学教室講師 
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【定期的な点検等について】 
(1)建学の精神や教育理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検が、定期的に行

われている場合はその概要を記述して下さい。また点検を行う組織、手続き等につい

ても記述して下さい。 
 

建学の精神や教育理念の解釈の見直しは、定期的に行われていない。しかし p.8【建

学の精神、教育理念について】の(2)で記述したように、年間を通じさまざまな行事や、

スミス・ミッションセンターの活動において、建学の精神・教育理念の今日的解釈を

試みている。また (1)で記述したように、平成 16 年度には大学を取り巻く社会状況を

踏まえながら、建学の精神をより高等教育にふさわしい形で具現化するために、基本

理念を定めた。 
教育目的や教育目標の点検は、毎年短期大学部教授会および学科会議において行わ

れ、自己点検評価報告書が作成されている。 
 
(2)建学の精神や基本理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検およびそれらを

学生や教職員に周知する施策等の実施について、理事会または短期大学教授会がどの

ように関与しているかを記述して下さい。 
 
 理事会は、建学の精神、教育理念の解釈の見直しや周知する施策の実施について、

学園キリスト教教育の在り方検討委員会で検討後、その成果を評議員会や教職員研修

会などで知らせている。それを受けて、短期大学部教授会は、教育目的や教育目標を

点検・周知する施策を実施している。 
 具体的には、常任理事会から平成 7 年 3 月 27 日付けで、学園各校に提示された『北

星学園の教育の指針』を基本に進めている。北星学園が明治 20 年に米国の宣教師サ

ラ・Ｃ・スミスによって創設されたスミス塾に始まることから、その校務年誌の冒頭

にスミスが残した「学校の基本理念は、多様な分野の有用な知識を教え、生徒が実生

活においてさまざまな義務と責任を果たしうる人に教育するということにある。生徒

たちに及ぼされる宗教的霊的影響は、本校においては最も重要なものである。この二

つの理念は、良い学校であれば、実現されうるし、されなくてはならない。」という言

葉を「建学の精神」とすることとし、スミスの精神を学園に集う生徒、学生および教

職員が理解し、共有し得るような解説を付すこととした。さらに、スミスの精神を受

け継ぎ、急速に進展する社会変革にも耐え、また、流されることのないキリスト教教

育の「かしら石」となる基本理念を示すこととした。 
 本学における教育目標、教育活動ならびに教育実践も、学園の基本理念である「人

間を生かす真理を探求し」、「自ら知識を拓き」、「自由と独立の精神を培い」、「他者と

の出会に応答し」、「平和の実現を志す」という 5 つの項目に沿うことで、キリスト教

教育の具現化を図っている。基本理念との整合性において不十分な点があれば、教授

会が中心となって点検を行い、整合性を高めるための努力をすることになる。 
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【特記事項について】 
(1)この《Ⅰ建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標》の領域で示した評価項目や

観点の他に、建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標について努力していること

があれば記述して下さい。また短期大学で独自の使い方や別の語句を使っている場合

はその旨記述して下さい。 
 
北星学園大学短期大学部学則第 1 条において、その目的として「北星学園大学短期大学

部は、キリスト教に基づいて、短期大学の教育を施し深く教養を培わせるとともに専門の

知識と技能を修得させ、愛と奉仕に生きる自由な人間を育成する」としているが、これは

学園の建学の精神と一致するものである。  
また、この「建学の精神」をより具体的に表現する５つのミッション・ステートメ

ントを定め、これを具現化するための中心的組織として 2004 年度からスミス・ミッ

ション・センターを設置した。このセンターは、チャプレンを中心に大学と短期大学

部合同で運営されており、短期大学部からは２名の運営委員が選出され、活動してい

る。具体的には、①キリスト教の理解と②ボランティア、③平和の実現、④地域社会

との連携という四つの主要な活動領域を定め、それぞれに対応するワーキング・グル

ープが中心となって活動を展開している。①に関しては毎日昼休み時間中に行われる

チャペルでの礼拝、毎年５月に設定されるスミス・ミッション週間における講演会、

秋の宗教改革記念講演会等の活動を通して学生のキリスト教理解を深めるための努力

が払われている。②のボランティアについては、現在学内で行われているさまざまな

ボランティア活動のセンター的存在として、定期的に相談活動や紹介等を行っている。

③の平和の実現では、平和問題に関連する特定のテーマを毎年取り上げて講演会やパ

ネル展示等を実施している。④の地域社会との連携では、通学路のトンネル・モザイ

ク・アート制作への協力や、地域の子どもたちを招いての「子どものクリスマス in 
Hokusei」を開催する等の活動を実施している。そして本学では、これらスミス・ミ

ッション・センター活動への参加を広く奨励しており、実際に本学学生の参加がその

活動の一部を支えているものと認識している。 
 
(2)特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。 
 
 
《評価領域Ⅱ 教育の内容》 
【教育課程について】 
(1)学科等の現在の教育課程を下の表を例に作成してください。なお学科等に複数の履

修コースを設定し、学生に別の教育課程表として提示している場合はコースごとに記

載して下さい。 
  
 巻末に添付。 
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(2)教養教育の取組み、専門教育の内容、授業形態のバランス、必修・選択のバランス、

専任教員の配置等について特に強調したいことがあれば記述して下さい。 
 
[英文学科] 
 主として 1 年次における一般教育科目（選択必修）と、本学科 2 年次の専門教育科

目でもある Sociology や Psychology などの「英語による一般教育科目」によって教養

教育の充実を図っている。専門教育の内容は、コミュニケーションツールとしての英

語を使いこなす力の向上を目的とした、読み・書き・聴き・話すの 4 技能を集中的に

学ぶ 1 年次教育（ほぼ全てが必修科目）と、ビジネス英語や通訳法・比較文化など、

英語技能や背景的知識の修得を基礎としたより高次のコミュニケーション能力の獲得

を督励する 2 年次教育（ほとんどが選択科目）に分かれている。1 年次は 1 クラス 45
分の演習形態を中心とした授業を多数展開しているが、これは学生の集中力の低下を

防ぎ、参加意欲を高めることを目的としたものである。専任教員は 4 名の日本人と 5
名の英語を母語とする教員によって構成されており、学生へのきめ細かな指導助言と

「英語中心のカリキュラム編成および英語を使ってコミュニケーションをするための

環境作り」の両立を図っている。 
 
[生活創造学科] 
生活学の領域は非常に幅が広く、それをカバーするためにはカリキュラムも必然的

に選択の幅が広いものになる。平成 19 年度に生活創造学科で開講された授業科目数は、

一般教育科目は 40 科目、専門教育科目は 63 科目となっている。 
一方で、必修・選択の科目バランスでは、必修科目を必要最小限に抑えて、選択科

目を多く配置している。 
● 一般教育科目の必修科目 
「キリスト教学Ⅰ／Ⅱ」「英語Ⅰ／Ⅱ」  4 科目 6 単位。 

● 専門教育科目の必修科目 
「アセンブリ（総合講義）Ⅰ／Ⅱ」「基礎情報処理」「生活学概論」「生活文化創造

論」「生活経済創造論」「芸術文化創造論」「生活学基礎演習」「生活創造専門演

習」  9 科目 18 単位。 
 
選択科目だけを増やすと、学習内容が散漫になる傾向が生じるので、本学科では、

「履修モデル」制度を導入して系統的、専門的に関連領域を学ぶための仕組みづくり

をしている。履修モデルごとに「指定科目」（必修科目に準ずる）および「履修が望ま

しい科目」を設けている。 
2 年生で履修する「生活創造専門演習」(通年 4 単位)は、履修モデルごとの集大成の

科目として位置づけられており、卒業論文(ゼミ論文)または卒業制作が課せられている。

専門演習にはそれぞれの履修モデルに関連する分野を専門とする専任教員が配置され、

本学科の履修モデル制度を支える根幹となっている。 
本学科では独自の伝統的なカリキュラムとして「アセンブリ（総合講義）」が開講さ

れている。この講義は、毎回、学内外講師による講演、音楽コンサート、映画鑑賞、
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演劇鑑賞など、通常の授業とは違ったユニークな内容になっており、学生に自分自身

と社会、人生について深く見つめ直す場を与え、真の意味で豊かな生き方を学ぶこと

をねらいとするオムニバス形式の必修科目である。1 年次は「アセンブリⅠ」、2 年次

は「アセンブリⅡ」で学年ごとに年間テーマを変えて実施している。年間テーマや講

義内容の決定、ゲスト講師の選任など、授業全体の企画については学科の全スタッフ

が協力して作り上げている。 
 
(3)当該教育課程を履修することによって取得が可能な免許・資格を示して下さい。ま

た教育課程に関係なく免許・資格等を取得する機会を設けている場合は、その免許・

資格名とどのような履修方法であるかを記述して下さい。 
 
[英文学科] 
 本学科の教育課程を履修することによって取得できる免許・資格は特に設定してい

ない。しかし、実用英語技能検定や TOEFL、TOEIC などの成績向上を目指して、『英

語技能演習Ⅰ、Ⅱ』を始め、リーディング・ライティング・リスニングなどの関連科

目および『オーラル・イングリッシュ』の授業など、積極的なサポート体制を作り上

げている。また TOEFL（2 年間で 3 回）や TOEIC（同 4 回）の学内模試プログラム

への参加を通して出題形式に慣れさせるとともに、それらの結果を中心的話題として

個別指導を行う『スタディ・スキルⅠ、Ⅱ』を平成 19 年度から創設し、個々の学生に

対する将来に向けての英語学習目標の提案や具体的な弱点補強のための指導・助言を

行っている。 
 
[生活創造学科] 

取得が可能な免許・資格はない。 
ただし本学は、財団法人建築技術教育普及センターによる「個別に認められている

課程の認定者」となっており、指定された課程を修得した者は、インテリアプランナ

ー資格試験(受験資格は 20 歳以上)合格後、4 年間の実務経験でインテリアプランナー

として登録することができる。 
 
(4)選択科目を学生が適切に判断して選択できるように、学生便覧やガイダンス等でど

のように指導しているか、また学生が希望する選択科目を履修しやすいように、時間

割上どのような工夫を施しているか等について記述して下さい。 
 

本学では、履修ガイドという冊子において学科課程と履修方法について詳しく解説

している。この履修ガイドでは、正規学科課程以外に諸資格の取得方法や、他大学と

の単位互換、海外研修制度など、在学中の学修において必要な情報を全て網羅してい

る。この履修ガイドを基に、4 月の学科オリエンテーションと、宿泊オリエンテーシ

ョンで詳しく解説を行っている。学生が履修科目を決める過程では、担任教員が全学

生に対して履修指導を行っており、教務担当の事務職員も、履修登録会場において、

質問に回答するなどの履修指導を行っている。 
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各学科全体の時間割作成にあたっては、学科長が責任を持って学科教員の意見を集

約し、教務担当事務職員と協力して、本学の教育目的・教育目標に添った教育が展開

でき、かつ、できるだけ学生の履修希望に添えるよう配慮している。具体的には、選

択科目が特定のコマに集中しないよう配置したり、履修希望者が多い科目については、

複数クラスを設定するなど、柔軟に対応している。 
 

(5)卒業要件単位数およびその他の卒業要件（必修単位の修得、学生納付金の納付等）

を示して下さい。また学生にはどのような方法で卒業要件を周知させているかを記述

して下さい。 
 
英文学科の卒業要件単位は、必修科目 22 単位、選択科目 42 単位、合計 64 単位で

あり、生活創造学科では、必修科目 24 単位、選択科目 40 単位、合計 64 単位となっ

ている。学生納付金は、入学後のものについては、授業料が 1 年次 680,000 円、2 年

次 700,000 円、1 年次および 2 年次の教育充実費が 140,000 円となっている。全額納

付していないと卒業することはできない。学則において納付期限が定められているが、

特別の事情がある場合には、延納を認めることがある。 
 卒業要件は履修ガイドに詳細に記載しており、この履修ガイドを基に、4 月の学科

オリエンテーションと、宿泊オリエンテーションなどで詳しく解説を行っている。ま

た、必要に応じて担任教員から個別指導の中で説明を行っている。不明な点がある学

生は、担任教員の他にも、教務担当事務職員および財務担当事務職員に、随時質問す

ることができる。 
 
(6)教育課程の見直し、改善について、学科等の現状を記述して下さい。なおこの項は

できれば学科等の責任者が記述して下さい。 
 
[英文学科] 
 これまでカリキュラムの改訂はほぼ 2 年ごとに行われてきており、平成 19 年度から

新カリキュラムが実施に移されているところである。今回の改善点としては、一般教

育科目であった『アセンブリⅠ、Ⅱ』を専門教育科目に位置づけて内容に一層の専門

性を加えたこと、選択外国語（ドイツ語・フランス語・ハングル）に『中国語』を加

えたこと、2 年次に開講していた履修難易度の高い『翻訳法Ⅰ』を 1 クラスのみ 1 年

次後期に開講して選抜クラスとしたことなどを挙げることができる。全体の開講科目

を大きく改訂する必要性はなかったが、科目の内容に専門性を加えようとしたこと、

学生の選択肢を増やしたこと（選択外国語は複数履修も可）、習熟度にも配慮して意欲

とレベルの高い学生が一足早く難易度の高い科目を受講できるという方式を導入した

ことなどが今回のカリキュラム改訂の骨子である。今後は、学科ファカルティ・ディ

ベロップメント（以下 FD と表記）を積み重ねながら、この方向性で見直し・改善を

進める予定である。 
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[生活創造学科] 
数年ごとに本学で実施される「カリキュラム改編」に合わせて見直しを行っている。

直近では平成 19 年度に、全学的な見直しが行われ、以下の改訂を実施した。 
① 外国語のうち「英語Ⅰ」(１年次前期１単位)と「英語Ⅱ」(1 年次後期１単位)を

選択必修科目から必修科目に位置づけ、その内容も英会話を中心とするものに

した。 
従来は「英語」「フランス語」「ドイツ語」「中国語」「ハングル」から 2 単位以

上を履修する選択必修制であったが、国際共通語としての英語基礎力を維持し

上達させるために「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」を必修科目とし、ほかの外国語は選択科

目として残した。 
② 専門科目の「現代女性とキャリア」(1 年次 2 単位)を隔年開講から毎年開講に変

更した。 
この科目は、さまざまな職業分野の実務家や学科卒業生を講師に招き、女性と

してのキャリア形成と進路検討の動機付けをねらいとして開講している本学で

もユニークな科目である。受講前後のアンケート調査や就職内定率などの追跡

調査から、学生たちの職業意識に大きなプラス効果があることが分かり、毎年

開講として 2 年次にも履修できるよう改善した。 
③ 「生活経済履修モデル」「シスアド履修モデル」を新設し、履修モデル数を 8 か

ら 10 に増加した。 
  「生活経済履修モデル」は、経済活動の最小単位である家計・個人消費を科学

的に分析し、「消費経済」、「女性と労働・福祉」、「生活と法律」、「ライフサイク

ル」などの切り口から理解すると同時に、豊かで堅実な経済感覚、生活感覚を

身に付けることをねらいとして新設した。 
「シスアド履修モデル」は、高度情報化された現代において、会社などで自分

の業務に従事するかたわら、職場の情報システム化を推進し、コンピュータ利

用の指導・相談ができる人材が求められていることから、「初級システム･アド

ミニストレータ」という経済産業省が実施する国家試験の受験準備にも役立つ

ことをねらって新設した。なお、「システム･アドミニストレータ」資格試験は、

平成 21 年度春期を最後に廃止が予定されているので、現在これへの対応を検討

中である。 
 以上のほかにも、「基礎情報処理」（1 年 2 単位）では、平成 14 年度より「習熟度別

クラス編成」を実施している。これは中学・高校での情報教育実施の中で学生個人の

習熟度に差が広がり、それに対応するために導入したもので、効果を上げている。 
 カリキュラム編成の検討や改善については、年間 30 回程度開催される学科会議で適

宜議題として取り上げており、社会ニーズの変化、学生の興味や関心、履修者数、授

業評価アンケートの結果などを資料として、日常的に取組んでいる。 
 
【授業内容・教育方法について】 
(1)シラバスあるいは講義要項を作成する際に配慮していること等を記述して下さい。 
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本学では、全開講科目のシラバスを作成している。その内容は、「講義のねらい」、

「授業のながれ」、「成績評価・注意事項」、「教科書・参考書」に区分している。 
「講義のねらい」では、まず、講義のテーマを 1 行で表した上で、具体的なねらい

を 700 字程度で記載することとなっている。「授業の流れ」は初回から最終回までの各

回での授業内容を記載する。「成績評価･注意事項」は、成績評価の基準を記載し、そ

の他の注意事項があれば記載することができる。「教科書･参考書」では、授業を受け

る上で必要な教科書と、より理解を深めるための参考書を紹介している。 
シラバスはホームページで全科目を公開している。学生は、自分の興味のある科目

を検索し、印刷して履修する科目を検討することができる。ホームページで公開する

ことにより、学生が学外にいても参照することができるだけでなく、単位互換協定校

や広く一般にも、本学の科目の詳細が分かるよう配慮されている。 
1 年生については、冊子にしたシラバスを配布している。これは、入学までにブラ

ウザの操作方法を修得していない学生もいるためであり、新入学生も全員がシラバス

を参照することができるよう配慮している。この 1 年生用の冊子のほかに全科目を掲

載した冊子も作成しており、図書館に配置している。また、履修登録期間には、登録

会場などで閲覧することもできる。 
各講義担当者が必要な情報をシラバスに記載しているが、作成されたシラバスが必

要なクオリティを保っているかどうかの確認が今後の課題である。 
 
(2)学生の履修態度、学業への意欲等について、学科長等はどのように把握し受け止め

ているか記述して下さい。 
 
[英文学科] 
 多くの学生は意欲的に学業に取組み、必修科目はもとより、選択科目も積極的に受

講して、それぞれの語学力の向上、およびその指標となる実用英語技能検定やTOEFL、
TOEIC の得点を上げることを目標として頑張っている。しかし、学生の一部には、学

業への意欲に乏しい者、あるいは基礎学力の低さから本学科の教育レベルに対して不

適応感を抱く者がいることも事実である。これらの学生に対しては、個人指導や適切

な励まし、担任教員からの助言などを通して学業への意欲を維持・回復できるよう指

導している。これらのことは担任制度や学習アドバイザー制度の拡充、非常勤講師を

含めた学科全教員による現状の共通理解、クラス・サイズの適正化、講義担当者の講

義内容改善への努力などがあって可能になるものと考えている。 
 
[生活創造学科] 

本学科を「第一志望」として入学した者が 9 割以上であるため、入学できたことの

満足感・達成感が後押しして、学業への意欲は全般的に高いといえる。 
ただし学生の履修態度は個人差も大きく、また担当者の方針やそれぞれのクラスご

とに醸成される全体の雰囲気に左右されるところも大きい。年度始めには全体オリエ

ンテーションで強い指導を行うほか、各授業担当者が厳しい方針で臨むことを周知徹

底するように努力している。特に１年前期は、一般教育科目や全員（100 名前後）が
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１クラスで受講する共通必修科目が多く配置されているため、履修態度を良好に保つ

のが困難な場合もある。しかし、１年後期からは「履修モデル」も決定し、少人数ク

ラスでの専門選択科目が中心となるため、学生の意欲・興味・関心の高まりとともに

履修態度も大きく好転している。 
専任教員間では、学期中ほぼ毎週開催される学科会議で、随時、履修態度やクラス

状況についての情報を交換し、共通認識を持って対策を検討している。非常勤講師か

ら履修態度に関する苦情や相談があった場合には学科長が対応し、必要な措置を講じ

ている。 
 
【教育改善への努力について】 
(1)学生による授業評価を行っている場合はその概要を記述して下さい。行っていない

場合はその事由等を記述して下さい。 
 
本学では、平成 15 年度より隔年で前後期末に授業評価を行っており、平成 19 年度

までに 3 回実施している。対象科目は、実技･実習科目など一部の科目を除く全科目と

なっており、担当教員は必ず実施なければならない。実際に、平成 19 年度の実施率は

99%であり、ほとんどの教員から協力が得られている。 
アンケートの集計結果は、担当教員のコメントとともに報告書としてまとめられて

おり、全教員に配布されると同時に、図書館や履修登録会場、ロビーなどで学生にも

公開されている。また、当然この結果を、各科目担当者は授業改善の材料として役立

てている。 
報告書は冊子体にまとめられており、学部・学科別、科目群別、履修登録者数別な

どの様々な切り口からアンケートを集計し、掲載している。平成 17 年度に実施したア

ンケートを分析した結果、授業中の私語の問題が浮き彫りとなり、教学運営員会は各

種調査を行い、私語対策指針を策定、平成 18 年 4 月から実施した。学生による授業評

価が授業環境の改善へと繋がったことは、評価が有効に利用されていることを示す例

といえるだろう。 
現在のところ、アンケート結果は、主に担当教員の授業改善のために利用されてい

るが、今後は FD 全般に活用することを考慮中である。 
 
(2)短期大学全体の授業改善（ファカルティ・ディベロップメント（FD）活動等）への

組織的な取組み状況について記述して下さい。また短期大学の責任者は授業改善の現

状について、どのように受け止めているかを記述して下さい。 
 
本学では毎年学科 FD と同時に、短期大学部全体の FD 活動を実施している。平成

17 年度は、英文学科から「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（以下、現代 GP と

表記）」の取組み（オンデマンド授業のためのソフト開発やライティング・ラボやチュ

ーター制度などの新たな教育方法の導入など）について、生活創造学科からは入学前

教育に関する取組み（指定校推薦入試合格者に対する合格決定後の活動に関するアン

ケート調査や学園内高校三校との入学前教育に関する懇談会など）について報告して
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もらい、全教員で議論した。平成 19 年度は、英文学科からは学生の多様な進路の現状

とそれぞれに対応できる学科専門科目「スタディ・スキル」の機能およびその点検評

価結果を、生活創造学科からはキャリア教育に関する学生の意識調査報告やキャリア･

デザイン･センター委員からの就職活動の動向、現状ならびに今後の方針に関する報告

などをもとに議論が展開された。それぞれの学科の取組み内容および取組み方は異な

るものの、このように FD において全教員がそれぞれの学科の報告を基に議論するこ

とで、それぞれが抱えている問題意識を共有し、短期大学部全体としての改善が推進

されるものと期待している。現在のところ FD における議論は深められているものと

認識しているが、その中から提案された具体策を短期大学部全体としてどのようにし

て実現していくかが今後の課題と考えている。 
 
(3)担当授業について教員間の意思の疎通や協力体制、または兼任教員との意思の疎通

について、学科長等は現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。 
 
[英文学科] 
 専任の教員に関しては、ほぼ 2 週間ごとに 1 時間半から 3 時間をかけて開かれる学

科会議において、学科運営に関する議案を審議すると同時に、教員間でさまざまな情

報を交換し合い、それらについて議論している。話題の多くは授業や学生の動向に関

するもので、率直な意見交換が行われている。また、8 月や 2 月などの授業の無い時

期に FD を実施して、特定の問題について充分議論を尽くすよう心がけている。また、

兼任教員との意思の疎通については、年度当初に「教務事項打ち合わせ会」を行い、

本学科の教育方針に対する理解を求めるとともに、兼任教員から意見や情報を求めて、

お互いの授業改善への努力を確認し合っている。また、兼任教員ごとに連絡役（窓口）

となる学科専任教員を決めており、教材教具についての要望ならびに学生の様子につ

いて随時細かな情報交換が行われるような体制をとっている。現在のところこれらの

協力体制は学生指導において適切に機能しているものと受け止めている。 
 
[生活創造学科] 
年間に 30 回程度、開講期間中はほぼ毎週の割合で開催される学科会議は、お互いの

教育観や学生観について情報交換をしたり、情報共有をする格好の機会であり、教員

間の意思疎通は大変良好に行われている。学科会議の開催できないときでも、緊急性

の高い問題はメーリングリストで報告・相談・連絡・調整などを行い、迅速な意思疎

通と課題の解決を常に心がけている。 
毎年、年度終了時に専門教育科目を依頼している非常勤講師約 25 名と「非常勤講師

ミーティング」を開催し、当該年度の反省事項と新年度の方針について説明するとと

もに、意見交換を行っている。ミーティング（会議）終了後は懇親会を開催し、和や

かな雰囲気のもと意思疎通を図っている。また、非常勤講師に対しては、年間を通じ

て学科長が窓口となり、随時意見聴取を行い、必要な場合は学科会議に諮るなどの措

置をとっている。 
以上のことから、専任教員、兼任教員を問わず、意思疎通や協力体制は整っている
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ものと認識している。 
 

【特記事項について】 
(1)この《Ⅱ教育の内容》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば、他の教育

機関との単位互換制度、習熟度別授業、情報・メディア教育、国際理解教育、海外研修制

度、インターンシップ、女子教育の伝統継承と発展への取組み等、学科等において努力し

ていることがあれば記述して下さい。 
 
単位互換制度については、札幌圏大学･短期大学間単位互換制度に参加しており、卒

業に必要な 64 単位のうち、10 単位までこの制度に加入する他大学・短期大学で取得

した単位を認定することとしている。しかしこれについてはまだ受講生数が少なく、

その運営方法について検討する必要性が生じてきている。 
 習熟度別授業について、英文学科では、これまで 2 年次に開講していた「翻訳法Ⅰ」

を一クラスのみ 1 年次後期に選抜クラスとして開講し、習熟度の高い学生の学習意欲

の維持に努めている。また、「オーラル･イングリッシュ」はそのレベルに応じて 1 年

次Ⅰ･Ⅱ、2 年次Ⅲ･Ⅳを開講しているが、進度の速い学生、あるいは優秀な学生に対

しては、1 年次においてⅢ･Ⅳの受講を認めている。 
生活創造学科の必修科目「基礎情報処理」において学生の自己申告による習熟度を

基にクラス分けを行い、それぞれに適切な内容の授業を展開している。 
英文学科では選択科目ではあるが、情報処理科目が 1 科目（2 単位）用意されてお

り、その受講者は多い。生活創造学科では基礎情報処理 2 単位を必修として情報メデ

ィア教育に力を入れている。特に生活創造学科ではコンピュータ･グラフィクスやマル

チメディア、デスクトップ・パブリッシングなど多くの科目が開講されており、履修

モデルが異なっていても幅広くこれらの科目を履修することが可能である。 
海外研修については、英文学科では 1 年次後期授業期間に実施される短期留学制度

および12月中旬よりおよそ1ヶ月間の英国とアメリカ合衆国でのホームステイによる

海外研修を実施している。また生活創造学科でも 1 月から 2 月にかけて 10 日間ほど

の海外研修旅行を実施している。なお海外研修の科目では後期の授業期間中に事前打

ち合わせならびに事前学習が行われ、これに出席することと海外研修に参加すること

で初めて 2 単位が取得できることになっている。 
本学英文学科では、平成 5 年度より英語による一般教育授業をカリキュラムの核に

して授業を展開し、英語で自己表現ができる高い英語能力の習得と、高等教育におけ

る教養知識を日・英両語で習得することを目標に取組んできた。この取組みが評価さ

れ、平成 15 年度特色ある大学教育支援プログラム（以下、特色 GP と表記）に選定さ

れた。 
この特色 GP に対する補助金を活用して、同年度からはこの取組みの進化型次世代

版カリキュラム開発のほか、個々の学生に対応した様々な試みを実験的に続け、「専門

職業人となる人材が備えるべき幅広い教養知識を短期大学在学中の 2 年間で日・英両

語で習得させ、将来、異文化との接触の中で適切なコミュニケーションと判断力を持

つ人材が育つ環境の再構築」、「現在教室で実施している英語による一般教育授業を、



 21 

順次オンデマンド授業としてインターネット上で配信可能にする次世代版カリキュラ

ム開発」の基盤作りを行ってきた。そしてこの取組みが平成 17 年度現代 GP に選定さ

れることとなった。 
 英文学科の取組みが特色 GP と現代 GP に採択されたことは、これまでの本学英文

学科のカリキュラム、教育活動が評価されたものと考えている。ただし、GP に採択

されたことがゴールではないことを充分理解した上で、今後もカリキュラムの検討な

らびに日常の教育活動においてより良い結果が得られるよう研究開発を進めていく所

存である。 
 
(2)特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。 
 
 
《評価領域Ⅲ 教育の実施体制》 
【教員組織について】 
(1)現在の専任教員数を下表を例にして作成して下さい。 
 
専任教員等の人数 （平成20年5月1日現在）

教授 准教授 講師 助教 計 〔イ〕 〔ロ〕

7 1 1 0 9 7 － 0 1

4 2 1 0 7 5 － 0 0

11 3 2 0 16 12 － 0 0

0 0 0 0 0 － 4 0 0

11 3 2 0 16 12 4 0 1

〔注意〕1.

2.

3.
4.

〔ロ〕

合計

学科名

英文学科

生活創造学科

（小計）

助手 〔ハ〕 備考
専任教員数

設置基準で
定める教員数

上表の〔イ〕とは短期大学設置基準（以下「設置基準」という。）第22条別表第1
のイに定める学科の種類に応じて定める専任教員数をいう。
上表の〔ロ〕とは設置基準第22条別表第1のロに定める短期大学全体の入学定員に
応じて定める専任教員数をいう。
上表の助手とは、助手として発令されている教職員をいう。
上表の〔ハ〕とは、助手以外の者で短期大学全体もしくは学科等の教育研究活動に
直接従事する教職員（事務職員を除く）をいう（例えば副手、補助職員、技術職員
等）。  

 
(2)短期大学の教員にふさわしい資格と資質の有無については、訪問調査の際に、教員

の個人調書（①履歴書、②研究業績書、③担当授業科目名、④その他）を提示してい

ただきます。したがって個人調書をこの報告書に添付する必要はありません。 
 
 



 22 

(3)教員の採用、昇任が適切に行われている状況を記述して下さい。その際、選考基準

等を示した規程等があれば訪問調査の際にご準備をお願いいたします。 
 
専任教員の採用、昇任に関しては、「北星学園大学 教育職員の採用および昇格の選

考に関する規程」に基づき、所定の手続きを経て適切に行われている。 
概要は、以下のとおりである。 
専任教員の採用および昇格の選考は、規程第 2 条（選考の原則）において、建学の

精神ならびに教育方針を理解し、これを尊重することを確認し、人格、学歴、職歴、

著書、論文、学会における報告および学会ならびに社会における活動等に基づき行う

こととされている。 
採用および昇格の選考基準は、教授、准教授、専任講師、助教および助手について、

それぞれ学位、教育または研究経歴、その業績および能力について規定されている。 
教授会が採用による欠員充足の議決をした場合は、主たる担当学科目および人数な

どを明示して、広く一般にその採用をホームページなどで公募し、さらに本学の教育

職員にその推薦を要請している。 
専任教員の採用については、規程に定められた採用の手続により行っている。 
短期大学部長は、期限までに採用候補者があった場合には、教授会に採用候補者の

資格および採用の順位を選考する委員会（「採用者選考小委員会」）を、採用する者１

人についてそれぞれ設置し、規程第 2 条（選考の原則）に定めるところに従い、資格

の審査および採用順位の選考を行う。教授会が設置した「採用者選考小委員会」は、

選考の経過および結果を教授会に報告する。教授会は、「採用者選考小委員会」の報告

に基づき、第１順位の採用候補者について、その資格による採用の可否を審議し、無

記名投票によりこれを決定する。短期大学部長は、教授会が採用候補者の中から採用

すべき者を決定した場合には、その採用を学長に内申する。学長は評議会に報告し、

学校法人北星学園の理事長にその採用を上申することとなっている。 
専任教員の昇格については、短期大学部長は、短期大学部に所属する教育職員に対

して、毎年一定の期限を定めて所定の履歴書、業績調書その他必要な資料の提出を求

めている。 
短期大学部長は、昇格候補者がある場合には、教授会に昇格候補者の昇格を選考する委

員会（「昇格者選考小委員会」）を設けるための教授会を招集し、昇格候補者１人について

その都度「昇格者選考小委員会」を設置し、小委員会は選考の経過および結果を教授会に

報告する。教授会は、報告に基づきその昇格の可否について審議し、無記名投票によりそ

の可否を決定する。短期大学部長はその昇格を学長に内申し、学長は評議会に報告し、学

校法人北星学園の理事長にその昇格を上申することとなっている。過去 3 年間における採

用および昇格の実績は以下のとおりである。 

 
          平成 17 年度    平成 18 年度   平成 19 年度 

採用 
英文学科          ０人              ０人          講師１人 
生活創造学科         ０人        ０人     講師１人 
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昇格 
英文学科           ０人        ０人     教授１人 
生活創造学科         ０人      教授２人       ０人 

 
(4)教員の年齢構成について下表を例に現状を記載して下さい。 
専任教員の年齢構成表（短期大学全体で作成） （平成20年4月1日現在）

70以上 60～69 50～59 40～49 30～39 29以下 平均年齢

0.0% 18.8% 37.5% 31.3% 12.5% 0.0%

〔注意〕1.上表の助手等とは、助手に加えて助手以外の者で教育研究活動に直接従事する教職員
（副手、補助職員、技術職員等）を含む。

(16)

割　合

備
考

年齢ごとの専任教員数（助教以上）
助手等の
平均年齢

合計人数

6151.1
2 00 3 6 5

 
(5)専任教員は、(a)授業、(b)研究、(c)学生指導、(d)その他教育上の業務に対して意欲

的に取組んでいるか。また上記４つの分野の業務取組み状況にはそのような傾向があ

るかを短期大学の責任者（以下「学長等」という。）が記述して下さい。その際、過去

3 ヵ年（平成 17 年度～19 年度）程度の教員の担当コマ数（担当コマ基準、平均担当

コマ数等を含む）、教員の研究業績、教員が参画する学生指導の業務、教員が参画する

その他の教育研究上の業務概要を示して下さい。 
 

教員担当コマ数表

職名 H.17年度 H.18年度 H.19年度 年間平均

教授 6.5 6.5 7.5 6.8
教授 2.5 3.5 4 3.3
教授 6 6.5 7.5 6.7
教授 7.5 6.5 0 7.0
教授 0 6 7.5 6.8
教授 7.5 7.5 8 7.7
教授 7 6.5 7 6.8
准教授 6.5 6.5 7.5 6.8
専任講師 8 8.0
教授 5.05 6 4.65 5.2
教授 6.05 7 8 7.0
教授 7.15 6 7 6.7
准教授 5.7 0 7.65 6.7
准教授 5.05 6 5.65 5.6
准教授 6.05 6.5 7.15 6.6
専任講師 6.15 6.2

5.6 5.8 6.5
※０コマは国内外研修、サバティカルにより授業を担当していないため。

前川　貴史

生
活
創
造
学
科

中村　浩
溝口　雅明
三宅　章介
内山　智
平賀　明子
藤原　里佐
遠藤　太郎

英
文
学
科

氏　名

年　度　平　均

青木　デボラ
ｴﾄﾞｶﾞｰ W.ﾎﾟｰﾌﾟ
ｼﾞｬﾝ F.ﾏｳﾝ
森越　京子

ﾄｰｷﾙ･ｸﾘｽﾃﾝｾﾝ
吉田　かよ子
坂内　正
ﾛﾊﾞｰﾄ E.ｹﾞﾃｨﾝｸﾞｽ

 

（a）持ちコマ数は本学の規定である5コマ以上8コマ以内を目安として授業を担当し、

5 コマを超える分に関してはオーバー・ペイが支給されている。また両学科とも教員

間で持ちコマに若干の差はあるが、それが著しいものとはならないような調整がなさ

れており、現在のところ問題となるような状況とは認識していない。 
（b）研究業績に関しては、教員間に差があることは現実の問題として受け止めなけれ
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ばならないと思っている。現在本学では研究業績によって研究費の配分を変える「傾

斜配分方式」を取っているが、各教員が自分の特徴に合わせて研究と教育の間の力の

配分を決めて取組んでいる。しかしどれか一つの業務に偏ることは避けるべきである

ことを各教員が充分認識した上で取組んでいるものと認識している。 
（c）本学では１年次から担任制度を設けて、全教員が一人あたり 15 名から 20 名の学

生を受け持ち、履修登録指導のほか、進路相談や修学相談にあたっている。また形式

上、週に１時間半ほどのオフィス・アワーを全教員が設定しているが、学生が希望し

て研究室に来室した場合は、常時その相談に対応しているのが現状である。 
（d）英文学科は 2004 年度から「特色 GP」と「現代 GP」に採択され、全教員がそ

の課題達成に向けて努力してきた。生活創造学科は独自に入学前教育やキャリア教育

をテーマとして取り上げ、今後の方針決定のための予備調査を実施すると同時に、そ

の結果をもとに新しい試みを実施している。調査の結果については平成 18 年度と平成

19 年度の短期大学部紀要に学科教員全員による共同研究として報告書を投稿し、新し

い試みとしては入学前教育のためのインターネット掲示板を設置して入学前教育レポ

ート課題に関する質問やキャンパス生活に関する質問などに対応している。 
 
(6)助手、副手、補助職員、技術職員等を充分に、あるいは可能な限り配置しているか。

また助手等が教育研究活動等において適切に機能しているかを学長等が現状を説明し

てください。 
 
現在英文学科に副手１名と臨時補助職員 1 名、生活創造学科には１名の臨時補助職

員が配置されている。英文学科の副手および臨時補助職員は、準会場校として年３回、

本学で実施されている英検のための受験申し込みの受付、会場設営、成績の発表・管

理のほか、学科教員と学生の間の情報交換の仲介役、授業準備の補助など、多くの業

務を担っている。生活創造学科では主に実習系の授業（住設計やデッサン、生活支援

実習など）の準備と同時に、学生と教員の情報交換の仲介業務（レポートや作品の返

還や回収、教員からの連絡事項の徹底など）、学科関連教室の管理を担っている。それ

ぞれ必要な職務を適切に遂行し、学科運営に貢献していると考えている。 
 
【教育環境について】 
(1) 校舎・校地一覧表を下の表を例に作成して下さい。 

校舎・校地一覧表 （平成20年5月1日現在）

基準面積 現有面積 差異 基準面積 現有面積 差異

※基準面積とは設置基準で定める面積とします。
[注]校地、校舎とも併設大学と共用。

37,708.5

校舎（㎡） 校地（㎡）
収容定員

4,000
北星学園大学
短期大学部

併設
北星学園大学

400人 4,150
33,683.1 75,208.513,337.6

3,350人 16,195.5 33,500

その他共用 - -

計 20,345.5 33,683.1 37,500 75,208.5
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(2)校舎について、まず設置基準第 31 条の規定による短期大学全体の基準面積（基準

面積を算出する計算式を含む）を示して下さい。また校舎を法人が設置する他の学校

等と共用している場合は、他の学校の校舎の基準面積も記載して下さい。さらに校舎

の設置図、用途（室名）示した各階の図面を準備して置いて下さい。なお主要校舎に

ついては訪問調査の際にご案内いただきます。 
[校舎基準面積] 
別表第二（イ 基準校舎面積）生活創造学科[家政学関係]（収容定員 160 名）2,350 ㎡ 
    （ロ 加算校舎面積）英文学科[文学関係]   （収容定員 240 名）1,800 ㎡ 
                                合計 4,150㎡ 
[法人の設置する他の学校（北星学園大学）の校舎基準面積] 
大学設置基準別表第三 
（イ 基準校舎面積）経済学部[経済学関係]（収容定員 1,500 名） 

(1,500－800)×1,322÷400+4,958＝7,271.5 ㎡ 
（ロ 加算校舎面積）文学部[文学関係]（収容定員 860 名）      4,462 ㎡ 
          社会福祉学部[社会福祉学関係]（収容定員 990 名）4,462 ㎡ 

合計 16,195.5 ㎡ 
 
 本学の校舎面積は、33,683.1 ㎡であり本学と併設大学の基準面積を合計した

20,345.5 ㎡を大きく上回っており、基準を充分に満たしている。 
 
(3)教育研究に使用する情報機器を設置するパソコン室、マルチメディア室、学内 LAN、

LL 教室および学生自習室の整備状況（機種、台数等を含む）について記述して下さい。

またその使用状況（使用頻度等）についても記述して下さい。 
 
本学の教育に利用されている情報処理施設および機器は、総合情報センターの実習

室として 12 室 480 台、言語教育用の実習室として 4 室（CALL 教室 3 室、AV スタデ

ィルーム 1 室）144 台が整備されている。特に CALL 教室は、他大学に先駆けて設置

し、2007 年度には第二世代へ移行して最新機器への入れ替え更新を行った。 
 総合情報センター実習室のパソコンのOSとして、Windowsが9室計396台、MacOS
が 2 室計 84 台導入されている。また、全てのパソコンに Microsoft Office のソフトが

インストールされており、主として、情報処理の基礎授業において全学生が利用して

いる。Macintosh の 2 室には、マルチメディア教育を専門とする授業で利用される動

画編集ソフトや音声編集ソフトなどがインストールされ、ビデオ編集の製作などマル

チメディアに対応した多様な用途に用いられている。 
 各実習室のパソコンは全て学内 LAN に接続され、インターネットへのアクセスが

可能となっている。また、インターネットへの接続は、学内と学外との間を 100Mbps
の速度の 2 本の回線で常時つながっており、負荷の軽減と 1 回線が故障の場合でも対

応できるようになっている。 
 サーバ上には、教材ファイルが共有資源として用意され、さらに全利用者の個人領

域も割当てられており、課題の配布、各利用者のデータの保管およびホームページの
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作成などに利用することができる。 
 言語教育実習室（CALL 教室）では、CALL システムが装備されており、外国語能

力の向上を支援するための教材が組み込まれている。自習教材として TOEIC や英検

などの問題などが用意されており、英語のステップアップのためのツールとして利用

されている。また、授業で使用している教材も、教室の空き時間に自由に各個人が学

習できるようになっている。 
 全ての実習室は、通常の授業期間中は 8 時 45 分から 21 時まで開館しており、授業

で使用されていない時は、自習利用が可能となっている。 
 平成 19 年度の総合情報センター実習室および CALL 教室のパソコン設置状況と、

開講された短期大学部の科目数、延べ履修者数は以下のとおりである。 
 

 教室名 台数 OS 導入ソフト 科目数 履修者数 
第１実習室 31 WindowsXP Office2003 他 0 0 
第２実習室 32 WindowsXP Office2003 他 1 16 
第３実習室 32 WindowsXP Office2003 他 0 0 
第４実習室 32 WindowsXP Office2003 他 3 41 
第５実習室 49 WindowsXP Office2003 他 2 62 
第６実習室 62 WindowsXP Office2003 他 0 0 
第７実習室 62 WindowsXP Office2003 他 3 172 
第９実習室 52 WindowsXP Office2003 他 1 33 
第 10 実習室 52 WindowsXP Office2003 他 10 293 
第 11 実習室 44 MacOS X iLife 他 11 299 
第 12 実習室 40 MacOS X iLife 他 17 434 
AV ｽﾀﾃﾞｨﾙｰﾑ 22 WindowsXP Office2003 他 － － 
CALL 第 1 教室 57 WindowsXP Office2003 他 11 571 
CALL 第２教室 50 WindowsXP Office2003 他 6 239 
CALL 第３教室 37 WindowsXP Office2003 他 2 57 

 
(4)授業用の機器・備品の整備状況および整備システム（管理の状況、整備計画等を含

む）について、その概要を記述して下さい。なお機器・備品の整備状況については訪

問調査の際に校舎等をご案内いただく際にご説明していただきます。 
 

A 館・C 館の講義室には、パワーポイントを含めたデジタル教材の利用に対応した、

プロジェクター、スクリーン、VHS ビデオ、カセット、DVD・CD、パソコン端子・

AV 端子の装置を設置しており、さらに A 館 100 名以上の教室（9 室）には OHC・OHP
機器を備えている。B 館の教室には、モニターテレビ、ＤＶＤ・ＣＤ、ビデオ、カセ

ットの装置を設置している。 
演習室には、一部を除き、テレビモニター、ビデオを設置している。図書館 4 階の

特別教室（306 名収容 2 室）には、プロジェクター、スクリーン、VHS ビデオ、カセ
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ット、DVD・CD、ビデオマーカーの装置を設置している。学内 LAN については、語

学学習室・情報処理実習室のほかに、A 館・C 館の講義室および図書館 4 階の特別教

室に整備している。 
 
(5)校地、校舎の安全性、障害者への対応、運動場、体育館、学生の休息場所等につい

て記述して下さい。訪問調査の際にご案内いただき、ご説明願います。 
 
キャンパス内の施設・設備の維持・管理については、財務課が中心となって担当し

ており、職員の定期的な点検のほか、専門業者と保守契約を締結し、業務を委託して

定期的に施設・設備の保守・点検を実施している。清掃業務、駐車場管理業務、体育

館管理業務、学生交流会館管理業務、校舎守衛業務についても、専門業者に委託して

日常の維持・管理にあたっている。 
障害者への対応として、スロープ、自動ドア、エレベーター、身障者用トイレ、階

段手摺、身障者用駐車スペースを整備している。そのほかに、身障者用シャワールー

ムを体育館と学生交流会館に設置し、学生交流会館には身障者用ベッドを配置した宿

泊室を 1 室設けている。障害学生を受け入れる際は、個々の学生の障害の種類や状況

に応じて、学生本人とも綿密に打合せを行い、既存の施設・設備で受け入れ可能かど

うかを点検した上で、不足する部分を補うなどの支援を行っている。 
正課授業と課外活動の共通施設として、体育館、野球場、多目的グランド（陸上ト

ラック設置）、第 2 グランド、テニスコート（硬式 4 面、軟式 2 面）があるが、授業お

よびサークル活動で使用していない時間帯は一般学生にも開放している。特に体育館

については、最新のトレーニング機器が揃ったフィットネスルーム、体力測定室、ロ

ッカー室、シャワー室、バスケットボール公式試合用コートが 2 面とれるメインアリ

ーナ、一周約 160ｍのランニングデッキ、卓球場や格技場となるサブアリーナを整備

しており、一般学生の利用者は多い。 
学生の休息場所として、大学会館 2 階西側に学生が自由に休憩できるホールがあり、

ホール内には 360 席程度の椅子やテーブルを配置している。校舎に囲まれた校庭（中

庭）については、学生が外で自由に休憩できるようにベンチを設置し、芝生などの緑

化整備をしている。校舎内の未使用教室は学生に開放されており、自由に使うことが

できる。 
 
【図書館・学習資源センター等（以下「図書館等」という。）について】 
(1)図書館等の概要について、全体の配置図、座席数、年件図書館予算、購入図書等選

定システム、図書等廃棄システム、司書数、情報化の進捗状況等を含めて記述して下

さい。なお図書館等には訪問調査の際にご案内いただきます。 
 
①概要・座席数等 

 本学短期大学部の図書館は、平成 14 年度の大学への統合時から大学および大学院と

の共用となっている。蔵書冊数は平成 19 年度現在、内国書 295,668 冊、外国書 85,547
冊、計 381,215 冊であり、日本十進分類法により分類し、その約 8 割を開架式書架に
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排架している。また、学術雑誌などの定期刊行物は内国書 4,317 種類、外国書 899 種

類、計 5,216 種類全てを開架式書架に排架している。マイクロフィルム、DVD、

CD-ROM、カセットなどの視聴覚資料は、9,711 点の所蔵となっている。 
 現図書館は、平成 3 年に竣工した図書館・特別棟の１階から 3 階と、平成 15 年度

に増築した 4 階建の新館で構成され、総面積は 5,109 ㎡である。文献情報検索コーナ

ー、ブラウジングコーナー、マルチメディアフロア、個人キャレルのみの閲覧室、グ

ループ学習室などのほか、飲食可能な休憩室、館内トイレなども設置している。座席

数は 438 席で、収容定員に対する割合は 11.5％である。書架の収容能力は約 90 万冊

で、書架全体の 65％は開架状態での収容が可能である。一部に手動式集密書架を設置

して収蔵力を確保し、向こう 8 年間の内部収容を可能とする資料排架計画を持ってい

る。 
 
②図書資料予算・選定・廃棄 

2007 年度の図書資料費予算は 130,000,000 円で、その約 7 割を大学・短期大学部の

10 学科に配分している。配分額は基礎配分と収容定員数によって算出される額の合計

額で、短期大学部英文学科へは 5,600,000 円、生活創造学科へは 4,100,000 円が配分

されている。短期大学部 2 学科の配分額は全体の約 11％であり、短期大学部生 1 人当

りの資料費は約 25,000 円である。このほかに、大学・短期大学部の共用であるが、授

業科目にない分野や、辞書・事典類の参考図書、利用活性化用、資格試験用として約

27,000,000 円の予算がある。 
両学科合わせた年間図書資料費 970 万円は全国短大平均の 550 万円（「日本の図書

館 統計と名簿 2007」による）を大きく上回っており、年間受け入れ冊数も本学では

約 2000 冊で、全国短大平均 1736 冊を上回っている。さらに併設の四年制大学におけ

る受け入れ図書も共有されており、本学学生に対する図書資料の提供は十分であると

認識している。 
図書は、教員によって専門図書が、教員および図書館によって教育・学習用図書が

選定されているが、短期大学部生からの希望図書もニーズに即した選定としてその殆

どを受け入れている。過去 5 年間の短期大学部の購入図書冊数は、英文学科が 4,603
冊、生活創造学科が 5,112 冊であり、2 学科合わせての年間平均購入冊数約 2,000 冊

は全国の私立短期大学図書館の平均を大きく上回っている。 
 資料の保存については、当面の内部収容を可能とするために、不用図書基準を設け

て廃棄を行っているが、将来的に保存を目的とする施設の拡大が困難であり、今後も

廃棄による増加抑制を図らざるを得ない。教育・学習・研究支援に支障のない範囲で

の廃棄とする明確な基準を策定するとともに、極力長期間のスペース確保が実現する

よう、電子ジャーナルや電子ブックなどネットワークを利用した資料整備にも努めて

いる。 
 
③サービス体制 

職員の体制は、専任職員 10 名、派遣職員 2 名のほか、カウンター閲覧業務委託に 6
名のスタッフが交替制で配置されている。うち司書資格を有する職員は専任職員に 9
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名、派遣・業務委託スタッフにも 7 名おり、有資格率は約 9 割と高い。 
開館日数は毎年 300 日を越えており、開講期は日曜開館も実施している。開館時間

は、開講期は平日 8：45 から 22：00、土曜 8：45 から 20：00、日曜は 12：00 から

18：00 までとしている。休暇期は平日が 16：30 までに短縮し、日曜は閉館とするが、

金曜日と土曜日は開講期同様の時間まで延長している。学生の定期試験期間以外は学

外者も同じ時間帯で利用できる。 
利用者支援では、「文献検索サポートプログラム」に重点を置き、新入生オリエンテ

ーション、ゼミ・講義単位に教員からの申込を受ける文献検索ガイダンス、主要なデ

ータベースごとの検索講座や検索実習の定期的開催など、通年で多くのプログラムを

組んで実施し、学生の情報活用能力の向上に貢献している。 

 
④情報化整備 

図書館の情報化整備は、OPAC による蔵書検索、NACSIS－CAT の運用による目録

データ作成、NACSIS－ILL 利用による相互利用など、オンライン機能を充分に活用

している。とくに図書館ホームページには、OPAC、電子ジャーナルなどの外部デー

タベース、その他の情報源などあらゆる情報検索の入口を集中させており、利用者個

人の利用状況確認、貸出の予約申込、文献複写申込などが自宅や携帯電話からも行え

るようになっている。また、教員はこのポータル機能を利用して図書の発注も行える。 
電子ジャーナルは 1 万を超える欧文フルテキストの閲覧が可能であり、文献情報、

統計データ、法情報、新聞記事などを検索する外部データベースは 20 種類以上導入さ

れている。また、本学紀要は全号の全文を PDF で公開している。いずれのデータベー

スも図書館ホームページからアクセスするため、学内 LAN に接続する全てのパソコ

ンから利用できる。図書館内の情報機器は、検索専用コーナーを含めて 19 台の検索用

パソコンを設置している。また、マルチメディアフロアには 20 台のパソコンと 21 台

のＡＶブースを設置し、さらに無線 LAN によって通常の閲覧席で使用するための貸

出用ノートパソコンを 8 台用意している。 

 
(2)図書館に備えられている蔵書数（和書、洋書、学術雑誌数、AV 資料数等）を下表

を例に作表して下さい。 
図書館蔵書数一覧

（平成20年5月1日現在）

和書 洋書 学術雑誌 ＡＶ資料

295,668冊 85,547冊 5,216種 9,711点

※併設大学と共用している場合はその旨欄外に明示してください。
[注]併設大学および大学院と共用。

冊（種）

 

 

(3)図書館等には学生が利用できる授業に関連する参考図書、その他の学生用の一般図

書等は整備されているか。また学生の図書館等の利用は活発かを、図書館等の責任者

（図書館長等）が現状をどのように捉えているかを記述して下さい。 
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蔵書構成をみると、全資料の約 40％を社会科学分野が占め、とくに経済学、社会学

関係の比率が高いが、学問の学際化などを反映して学問分野の幅が広がり、それらを

網羅した構成になりつつある。体系的にも量的にも短期大学部の教育・研究に沿った

蔵書構成となるよう各分野の基本的必備資料、収集割合の状況、カリキュラムやシラ

バスの把握に努めている。英文学科は大学の文学部英文学科と合わせて専門分野の図

書が整備されており、広範囲な領域の授業が展開されている生活創造学科も、大学の

社会福祉学部、経済学部によって選定される図書も共用できることから、短期大学部

生にとっての利用資料は数においても分野においても充足していると考えている。 
また、学生の自律、豊かな人間性の滋養に結びつける教養的蔵書の収集も行ってお

り、テーマを設定した図書の展示や紹介を通しての読書意欲喚起や、文学館や書店を

見学するツアーなど、図書に親しむ機会を提供している。過去 5 年間の貸出冊数平均

を見ると、英文学科の学生 1 人の年間貸出冊数は 13 冊、生活創造学科の学生も 10 冊

以上である。とくに英文学科 1 年生は 18 冊超となり、卒業論文を抱えない学年・学科

でありながら、本学の大学 8 学科を合わせて見てもかなりの利用冊数である。 
短期大学部全体の学生一人当たり年間利用冊数は平均 11.5 冊で、全国短大平均の

7.5 冊を大きく上回っており、学生の図書館利用も活発であると認識している。 
電子ジャーナルや、二次情報データベースといった電子媒体についても積極的に導

入しており、一次資料への電子的アクセスや所蔵資料の利用に繋がっている。この背

景には、基本的な図書館利用方法から、具体的な文献検索方法、より専門的な検索と、

利用者のニーズやレベルに合わせたバリエーションを持つ「文献検索サポートプログ

ラム」の実施など、有効な利用促進への取組みがある。 
 
(4)図書館等からの学内外への情報発信、他の図書館等との連携等、現在の図書館活動

について、図書館長等がどのように受け止めているかを記述して下さい。 
 
学術情報の提供は図書館ホームページを通して行われており、利用者はこのサイト

を起点に、蔵書検索、各種データベース、文献検索ガイド、パスファインダーなどの

レファレンスツールの利用ができ、蔵書検索やデータベースの検索結果は、その場で

メール送信も可能である。また、利用状況確認、貸出予約や文献複写などの申込みも

できるポータル機能も盛り込まれている。このように図書館ホームページには電子情

報へのアクセスはもちろん、図書館利用全般に関わるガイドやツールが常備されてお

り、第二のカウンターの役割が発生しているといえる。  
ほかの図書館との連携・協力では、国立情報学研究所の NACSIS－ILL を利用して、

文献複写、現物貸借を行い、利用者の学習・研究をサポートしている。短期大学部生

がほかの図書館から文献を取り寄せる件数は極めて少ないが、文献や情報の存在を知

る手段となる二次情報データベースの充実や、「文献検索サポートプログラム」や日常

のレファレンスサービスの中での利用支援が効果的に作用していると考える。 
地域への開放は、18 歳以上（高校生や大学などの機関に所属する人は除く）の利用

希望者に開放しており、夜間や日曜の開館、交通アクセスなどの立地条件も相俟って
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毎年約 1,200 名規模の登録者がある。また、「北海道地区大学図書館相互利用サービス

（平成 19 年 11 月現在 23 大学 27 館加盟）」は、各校の学生・教職員が簡便な方法で

他大学図書館を利用できるコンソーシアムであるが、短期大学（部）を併設している

大学の短期大学生の利用も可能となっている。 
 
【特記事項について】 
(1)この《Ⅲ教育の実施体制》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば外

国人教員の採用、授業の公開、学習評価活動等、努力していることがあれば記述して

下さい。 
 
(2)特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。 
 
 
《評価領域Ⅳ 教育目標の達成度と教育の効果》 
【単位認定について】 
(1)次の「単位認定の状況表」を例に単位認定の方法と評価の実態を記載して下さい。

なお、この表は平成 19 年度卒業生が入学時より卒業までに履修した科目について作成

して下さい。 
 
 巻末に添付。 
 
(2)学科長等がそれぞれの学科について、単位認定の方法、単位の取得状況および担当

教員による評価の現状についてどのように受け止めているかを記述して下さい。 
 
[英文学科] 
 本学科の各授業科目の単位認定の方法については、科目の性格に依存するところが

大きいが、おおむね授業への積極的関与、授業中に確認される英語力、試験結果等に

基づいて成績を評価し、単位を認定している。評価方法はシラバスで学生に周知して

いるが、担当教員はガイダンスおよび履修登録前の一週間の間に「何をどのように学

び・どのような理解度チェックを受けて評価され、単位認定されるのか」を説明し、

その周知に努力している。しかし、教員間で必ずしも評価結果に統一が取れていると

は言えず、この点については今後の課題として受け止めたい。 
 
[生活創造学科] 

生活創造学科では、学科創設時より「出席重視」を学生たちに強く指導している。

正当な理由が無く開講回数の 3 分の 1 を超えて欠席した場合には、期末試験（レポー

ト含む）の受験資格を失う。日々のまじめな学習の取組みを前提として、成績評価が

行われている。 
専門教育科目 63 科目中、56 科目がレポートまたは作品提出、7 科目が試験となっ
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ている（平成 19 年度）。出席重視とレポートまたは作品提出による評価は、まじめな

努力の積み重ねの重要性を理解させ、達成感と自己肯定感を育むことにつながり、学

科の教育目標達成の一助となっている。 
試験が主な評価方法となっている科目についても、出席重視の原則の上にノート提

出や授業期間中の小レポートなどを課しているケースがほとんどであり、継続的な学

習を重視している。 
10 段階評価で 9－8－7 の評価が多く、6 や 5 は少ない（4 以下は「不合格」）。単位

認定に疑問や不服がある学生は学生支援課を通じて、担当者に質問する機会を与えて

いる。 
以上のことから、単位認定の方法はおおむね適切であると考えている。 

 
(3)学長等は、単位認定の方法、単位の取得状況および担当教員による評価の現状をど

のように受け止めているかを記述して下さい。 
 
本学における単位認定は、基本的には担当教員に任されてはいるが、全体的には適

切な方法（試験、レポート、出席、授業への参加度の評価など）が取られている。た

だし科目によってはアセンブリなど、学生間の評価に差を付けることが難しいものも

あり、ほとんどの学生に対して同じ評価を与える場合があることはやむを得ないこと

と認識している。また教員間で評価の平均値が若干異なる場合も散見されるが、これ

については学生に不公平感が生じないよう改善していく必要があると考えている 
学生の単位取得状況については、最近の傾向として、できるだけ多くを学びたいと

いう学生と、卒業に必要な単位（64 単位）を若干上回る程度で卒業しようとする者の

2 極化が進んでいるような印象を受ける。できるだけ多くの科目を履修して実力をつ

けた上で卒業し、社会に貢献して欲しいと願っており、今後その理由などについて充

分調査吟味した上で、学生の指導にいかしていきたいと考えている。 
 
【授業に対する学生の満足度について】 
(1)各授業について、終了後に「学生の満足度」の調査を実施していればその調査の概

要を記述して下さい。 
 
 隔年で実施している授業評価によって、ある程度学生の満足度を知ることができる。

しかし、それ以外に組織立った授業満足度調査は実施していない。 
 
(2)担当教員が授業終了後の学生の満足度に配慮しているかについて、学科長等が現状

をどのように受け止めているかを記述して下さい。 
 
[英文学科]  
現在 2 年ごとに実施されている「学生による授業評価」の結果の中でも、本学科教

員の多くは学生の満足度を示す項目の数値に最も関心を払って、授業改善に努めてい

る。日常的にも、授業内容がきちんと理解されているか、学生が学ぶ喜びを感じてい
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るか、授業への学生の参加を促す方法が効果を上げているかという点を中心に個々の

教員が自らの授業を評価し、次の授業にいかすよう心がけている。これについては学

科専門科目「スタディスキルⅠ･Ⅱ」における定期的な個人面談が多くの情報を得る上

で有効に機能していると考えている。 
 
[生活創造学科] 

「学生による授業評価アンケート」結果は、各教員に個別に報告され、授業改善の

ために活用されている。しかし、学科会議などで取り上げて教員全体の共通認識を得

ることはしていないので、今後は、そういった取組みを経て、問題点を見つけ出し、

一層の授業改善に努めたい。 
なお、学生から出された個別のクレームで緊急性・重要性の高いものは、学科長が

学生と面談し、担当教員とも話し合い、改善策を検討するように日常から取組んでい

る。 
 
(3)学長等は短期大学全体の現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。 
 
隔年で実施される授業評価によってそれぞれの科目に対する学生の満足度を知るこ

とができる。多人数授業は少人数授業に比べて満足度が低いという傾向は認められる

が、このことを承知の上で各教員は授業評価の結果を参考にして授業改善に取組んで

いる。今後はこの評価結果について学生と教員の間で充分に議論し、双方で改善して

ゆけるような体制を整えたいと考えている。 
 
【退学、休学、留年等の状況について】 
(1)過去 3 ヵ年（平成 17 年度～19 年度）の退学、休学、留年等の数を、次の表を例に

して学科等ごとに記載し、学科等の状況を明らかにしてください。 
 

英文学科の退学者等一覧表 （平成20年3月31日現在）

備考

除籍1人(H.17)

17年度入学 18年度入学 19年度入学

入学者数

　うち退学者数

　うち休学者数

　休学者のうちの復学者数

124

0

7

0

142

7

9

0

131

0

1

0

6 －
　うち留年者数
（通常の学年進行によらない者）

7

卒業者数 119 132
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生活創造学科の退学者等一覧表 （平成20年3月31日現在）

備考17年度入学 18年度入学 19年度入学

入学者数 113 100 99

　うち退学者数 1 1 1

　うち休学者数 3 1 1

　休学者のうちの復学者数 0 0 0

（通常の学年進行によらない者）

卒業者数 110 99

　うち留年者数
1 0 －

 
 
(2)退学者の退学理由割合、退学理由の最近の傾向および退学者、休学者（復学者を含

む）および留年者に対する指導（ケア）の現状について学科等ごとに記述して下さい。 
これまでは退学の理由は、進路変更や他大学入学というものが多かったが、ここ数

年は、経済的理由や健康上の理由が増えてきている傾向にある。ただし、本学は退学

者が少ないため、確かな傾向をつかむことは難しい。 
英文学科、生活創造学科ともに、クラス担任制をとっており、専任教員が分担して

担任となり全学生に修学指導などを行っている。退学、休学、留年という場合でも、

学生はまず、日ごろから指導を受けている自分の担任教員と相談をすることとなって

いる。退学、休学ということになれば、さらに学科長と面接することとなっている。

また、単位の計算や手続き的なことの相談、教員に相談しづらいことなどは、学生支

援課総合相談窓口、修学相談担当者、保健師、カウンセラーなどにも相談することが

できる。 
 個々の学生と向き合うことで学生にきめ細かい指導ができるだけでなく、学生一人

一人を理解し、それを教育にもいかしていることが、休学者、退学者、留年者を少な

く抑えている大きな理由と考えている。ただし、少数とはいえ、退学者の理由が多様

化してきており、今後も集計･分析を怠らず、適宜、対策をとらなくてはならない。 
 
(3)退学、休学、留年等の現状を、学科長等がどのように受け止めているかを学科等ご

とに記述して下さい。 
 
[英文学科] 
 現在休学している学生の中には、交通事故による怪我のための長期入院や重大な疾

病の治療を理由とする者がいるが、それ以外は、休学して外国留学し、英語力を向上

させると同時に欧米文化に直接触れたいという積極的な理由によるものが多く、指導

の適切さなどに問題があるとは認識していない。ただし、近年は、本学科を第一志望

校としながら「授業についてゆけない」という理由で、勉学意欲が低下し、進路再考

のために休学するというケースも少数ではあるが見受けられる。このような学生に対
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しては、担任制度および専門教育科目「スタディ･スキル」担当教員の両面からサポー

トできる体制を徹底したいと考えている。 
 
[生活創造学科] 

休退学する学生数は、学年ごとに 1～2 名であり、率にすると年 2 パーセント程度と

なっている。理由は進路変更、一身上の都合などである。 
休退学が非常に少ないのが、本学科の特徴である。これは本学科を「第一志望」に

して入学した者が 9 割以上と高い割合のため、入学できたことの満足感・達成感が後

押しして、学業への意欲は全般的に高く、それがこのような数字になって現れている

ものと考えられる。 
しかしながら、入学後の気の緩みから生活が乱れ、自己管理がおろそかになって、

欠席が増え、単位を取れなくなって、休学を経て退学に至ってしまうケースも少数な

がら存在することも事実である。こうした学生には、異変を察知した早い段階から、

担任面談、学科長面談、学生相談室でのカウンセリングを行い、きめ細かい指導と助

言を行っているが、やむなく退学となってしまうこともある。 
今後は、入学生の 2 年間での全員卒業を目標として、担任などによる個別指導をさ

らに充実させたいと考えている。 
 
(4)学長等は、短期大学全体の現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。 
 
両学科とも少人数学生に対する担任制度を導入して、学生の指導助言に力を入れて

いるため、脱落する学生の数は少ないと自負している。特に生活創造学科は休学ある

いは退学する学生の割合は 1～2％で、全国的な平均に比べて非常に少ない割合である

と考えている。また英文学科も 3～4％と一見多いような印象も受けるが、これも全国

的な平均と比較しても低いといえると同時に、その内容を見ても、他大学受験や海外

留学など積極的な理由による休・退学も多く、学生の指導に問題があるとは認識して

いない。 
 
【資格取得の取組みについて】 
(1)《Ⅱ教育の内容》の【教育課程について】(4)で報告頂いた取得が可能な免許・資格、

また教育課程とは別に取得の機会を設けている免許・資格の取得状況（取得をめざし

た学生数、取得者数、取得割合等）を学科等ごとに示して下さい。 
 
[英文学科] 
 本学科の教育課程の「履修により取得できる」免許・資格というものは無いため、

本学科が資格等取得についてサポート体制を作っている実用英語技能検定・TOEFL・
TOEIC について以下のとおり示す。 
〔平成 19 年 3 月卒業生の場合〕 
a）実用英語技能検定（入学時点で 2 級保持者は 29 名。下記の数字は本学準会場で受

験した者のみについてのものであり、ほかの会場での受験者・取得者の数は不明） 
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  2 級取得を目指した学生数 47 名、 取得者数 32 名、 取得割合 68.1％ 
b）TOEFL（学内模試） 
  450 点以上到達を目指した学生数 118 名、 到達者数 54 名、 到達割合 45.8％ 
c）TOEIC（学内模試。導入の初年度） 
  550 点以上到達を目指した学生数 118 名、 到達者数 40 名、 到達割合 33.9％ 
 
[生活創造学科] 

受験者数、取得者数などの個別具体的なデータの裏づけは取っていないが、関連科

目の中で、内容を紹介したり、取得を奨励している資格等は、以下のとおりである。 
  (資格名)                       (関連科目) 
色彩検定             「カラープランニング」 
秘書検定             「セクレタリー実務」、「現代社会と企業」 
ホームヘルパー          「生活福祉論」 
簿記               「簿記・会計Ⅰ・Ⅱ」 
システムアドミニストレーター   「応用情報処理」 
日商パソコン検定         「ビジネスコンピューティング」、 

「応用ビジネスコンピューティング」 
消費生活アドバイザー             「生活経済創造論」 
 
(2)今後導入を検討している免許・資格があれば記述して下さい。 
 
[英文学科] 
 新規の免許・資格導入の計画は無いが、引き続き学科としてのサポート体制を維持

強化しながら、実用英語技能検定での上位級受験を奨励し、ＴＯＥＦＬ・ＴＯＥＩＣ

における得点増を実現していくための個別指導に努めたい。 
 
[生活創造学科] 

今後は、履修モデルと関連付けて下記のような「取得を支援する資格」の一覧表を

作成し、関係する科目名や相談可能な担当教員名等を詳しく紹介して、学生自身の自

助努力と自己啓発を促しつつ、学科としての支援を強化する予定である。 
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取得を支援する資格と履修モデルの対応表 

資  格 

経

済

・

経

営

履

修

モ

デ

ル 

く

ら

し

と

経

済

履

修

モ

デ

ル 

住
居
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
履
修
モ
デ
ル 

情

報

シ

ス

テ

ム

履

修

モ

デ

ル 

生

活

福

祉

履

修

モ

デ

ル 

関 連 科 目 

秘書技能検定 ● ●    セクレタリー実務、現代社会と企業 
簿記検定 ●     簿記会計Ⅰ･Ⅱ 
販売士 ●     流通マーケティング論、生活とサービス

産業、現代社会と企業 
ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ能力検定 ● ●    現代ファッション論、衣生活と健康 
消費生活能力検定  ●    生活経済創造論、現代社会と法 
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ検定 ●   ●  基礎情報処理、ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞⅠ･

Ⅱ、経営情報論 
情報処理活用能力検定     ●  基礎情報処理、生活情報論、情報処理論、

応用情報処理、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ、DTP/WEB
ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ検定  ●   ●  基礎情報処理、ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞⅠ･

Ⅱ、経営情報論、情報処理論、応用情報

処理 
ウェブデザイン技能検定    ●  DTP/WEB、ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ、応用ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ 
CG 検定    ●  コンピュータグラフィックス 
色彩検定   ●   生活創造と色彩、ｶﾗｰﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 
ｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ検定   ●   生活創造と色彩、ｶﾗｰﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 
ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝﾅｰ   ●   ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ論、ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ演習ほか 
ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ   ●   ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ論、ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ演習ほか 
ホームヘルパー     ● 生活福祉論、生活支援実習、ｴｲｼﾞﾝｸﾞ論 

 
【学生による卒業後の評価、卒業生に対する評価について】 
(1)学科等ごとに専門就職（当該学科等で学習した分野に関連する就職）の状況（専門

就職数、割合等）について記述して下さい。また学科等ごとに専門就職先からの卒業

生に対する評価について何か文書や資料があれば参考資料として準備して下さい。 
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[英文学科] 
 就職支援課からのデータを基に数え上げてみると、過去 3 年間の卒業生についての

専門就職の状況は、以下の通りである。専門就職先からの文書や資料は特に無い。 
 

区 分 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 累 計 
 (就職者数 88 名) (就職者数 62 名) (就職者数 86 名) (就職者数 236 名) 

航空・運輸 11 名 12.5％ 9 名 14.5％ 14 名 16.3％ 34 名 14.4％ 
観光（ホテル） 9 名 10.2％ 4 名 6.5％ 11 名 12.8％ 24 名 10.2％ 
教育 5 名 5.7％ 0 名 0.0％ 2 名 2.3％ 7 名 3.0％ 

合 計 25 名 28.4％ 13 名 21.0％ 27 名 31.4％ 65 名 27.5％ 
（参考：各年度の就職希望者に対する就職者の割合は、以下の通り） 

 88/94 名 93.6％ 62/69 名 89.9％ 86/97 名 88.7％ 236/260 名 90.8％ 
  
[生活創造学科]  
 履修モデルにしたがって専門就職している傾向にある。 
 就職支援課からのデータを基に数え上げてみると、過去 3 年間の卒業生についての

専門就職の状況は、以下の通りである。専門就職先からの文書や資料は、特に無い。 
 

区 分 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 累 計 
 (就職者数 64 名) (就職者数 78 名) (就職者数 66 名) (就職者数 208 名) 

建設業 3 名 4.7％ 4 名 5.1％ 0 名 0.0％ 7 名 3.4％ 
製造業 8 名 12.5％ 5 名 6.3％ 5 名 7.6％ 18 名 8.7％ 
卸・小売業 13 名 20.3％ 26 名 33.3％ 14 名 21.2％ 53 名 25.5％ 
金融業 15 名 23.4％ 16 名 20.5％ 17 名 25.8％ 48 名 23.1％ 

合 計 39 名 60.9％ 51 名 65.2％ 36 名 54.6％ 126 名 60.6％ 
（参考：各年度の就職希望者に対する就職者の割合は、以下の通り） 

 64/72 名 88.9％ 78/86 名 90.7％ 66/75 名 88.0％ 208/233 名 89.3％ 
 
(2)卒業生に対する就職先（専門就職に限らない）およびその他の進路先（編入先等）

からの評価をどのように受け止めているかについて、短期大学全体については学長が、

学科等については学科長が、学科等が記述してください。 
 
[短期大学部全体] 

本学ではステーク・ホルダー調査など、体系だった就職先からの意見聴取あるいは

評価の確認をしている訳ではないので明言することはできないが、就職支援課職員や

学科教員が分掌するキャリアデザインセンター委員からの口頭による報告ではおおむ

ね良好な評価を得ているものと認識している。ただし、最近では卒業後１年以内に退

職するケースも見え始めており、改めてステーク・ホルダー調査実施の必要性を感じ

るとともに、就職先との情報交換を頻繁にするための方策を具体化する必要性は高い

と感じている。 
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また四年制大学への編入先からの評価については同じ学園の北星学園大学教員の意

見によれば、すこぶるよいものと認識している。少なくとも編入先の大学で休学や留

年などで卒業が遅れるというケースは非常に稀である。 
 
[英文学科]   
 卒業生たちは旅行業や航空関係、公的機関、金融機関、販売業に就いているもの、

あるいは四年制大学への編入を経て教職に就いているものなど、さまざまな職業に就

いている。現在のところ組織的な調査を実施しているわけではないが、企業関係者お

よび就職支援課職員から直接的・間接的に聞くところでは、勤務態度ならびに職場で

の人間関係、企業への定着率などに関しておおむね好意的な評価が得られているよう

である。編入先においても、好奇心旺盛で熱心に学び、資格試験合格などの実績を挙

げて、良い評価を得ていると伝え聞くことが多い。 
 
[生活創造学科]   
生活創造学科の卒業生のうち、毎年 70～80%が就職し、15～20%が進学(大学、専

修学校)している。 
就職先からの評価については、詳細なヒアリングやアンケート調査を実施したわけ

ではないが、経済界の会合やセミナー出席の折、企業関係者から直接・間接に就職し

た卒業生の評価を聞くことがある。他短期大学や専修学校卒業生と比較しての評価が

多いが、おしなべて好意的であり、「よくやっている」との声が多く、時間と規律を守

り、明るい表情でまじめに働くという評価を聞くことが多い。 
専門教育科目には、企業や社会で実務に就いている方を非常勤講師として委嘱して

いる場合もあるが、その方たちの職場にも本学卒業生が多数就職しており、良い評価

を受けている。 
継続的に定期採用をしてくれる安定的な求人先が多いのも本学科の特長である。そ

の結果、同一職場において同窓の先輩・後輩の関係が築けることになり、定着率の向

上と大学－企業間の信頼関係に良い循環をもたらしている。 
進学先としては、同じキャンパス内の四年制大学への 3 年次編入がもっとも多く、

進学者の 9 割以上を占めている。勉学意欲の高い者、成績優秀な者を選抜して、「推薦

編入」で進学するものがほとんどである。成績に関する追跡調査を見ても、本学科か

らの編入生は単位取得状況も成績も良く、休退学や留年などもほとんどなく、卒業・

就職している。これは、編入意思決定において充分な情報を収集し、短期大学部側の

担任教員の行き届いた指導の結果であると考えている。大学あるいは大学教員側の評

価もおおむね良好で、送り出し側と受け入れ側との間に良い信頼関係が作られている。

ただし年度によっては、編入希望者が少なく、推薦編入の定員を満たせないこともあ

り、短期大学部と大学間連携の課題の一つになっている。 
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(3)卒業生に対して｢学生時代についてのアンケート（卒業後評価等）｣等を実施してい

る場合はその概要とその結果を記述して下さい。また、教育の実績や効果を確認する

ための卒業生との接触、同窓会との連携を行っている場合もその取組みの概要と結果

について記述して下さい。 
 
 本学では、開学以来同窓会活動が活発に行われている。短期大学部の同窓会役員は、

毎週１回定期的に同窓会室（大谷地キャンパス内に設置）で活動を続けている。主な

活動内容は、同窓会会報の発行、支部同窓会活動の支援、同窓会総会の開催などがあ

る。毎週定期的にキャンパスに集まることもあり、必要に応じて随時懇談がおこなわ

れており、理事長、学園長、学長、事務局長および教職員との間に意思の疎通を図る

上で充分なコミュニケーションが取られている。 
 また、本学後援会の役員には、短期大学部卒業生の選出枠を設けており、そこに出

席する役員から大学および短期大学部についての様々な要望が挙げられている。後援

会とは、大学および短期大学部における教育および研究活動を後援することを通して大学

および短期大学部の充実と発展に寄与することを目的として組織された団体である。 
 
(4)卒業生が社会からどのように評価されているか、学科長、学長等は現状をどのよう

に受け止めているかを記述して下さい。 
 
[短期大学部長] 

本学は昭和 26 年の開学以来 56 年の歴史があり、これまでに築き上げてきた社会か

らの信頼は大きなものと自負している。北海道における女子教育の中心的存在として

その役割を担い、社会的信頼を獲得してきたこれまでの教職員ならびに卒業生に対し

て感謝の気持ち禁じ得ない。今後は、現在の教職員の手でさらにこの遺産を継承して

ゆくための努力を怠らないよう充分自覚する必要があると感じている。 
 
[英文学科長]  
 50 有余年に及ぶ短期大学の歴史の中で大勢の卒業生たちがさまざまな分野で活躍

してきており、地元ではよく知られているだけではなく、高い評価を得ている短期大

学であり学科であると認識している。このような評価は、偏に卒業生の一人ひとりが

自立した社会人として社会に貢献していることによるものと誇らしく感ずるものであ

るが、それとともに今後とも本学教育理念を体現した卒業生を多く輩出してゆかなけ

ればならないと、その責任を痛感しているところでもある。 
 
[生活創造学科長] 

キリスト教主義に基づく女子教育実践において 120 年余の歴史をもつ本学園の中で、

高等教育部門として短期大学(部)はもっとも長い歴史を持ち、しかも北海道の短期大学

(部)でも一番長い歴史をもっている。したがって、数多くの同窓生が多方面で活躍し、

道内はもとより道外においても、ゆるぎない高い社会的評価をいただいていると自負

している。 
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これまで本学科は時代の変化や社会的ニーズを汲み取って、科名変更やカリキュラ

ム再編を実施し、教職員組織を適応させながら、学科の歴史を積み重ねてきた。平成

14 年に現学科名になってからは、入学定員を減じて少人数教育の徹底を図り、なおか

つ、履修モデル制により入学生と社会の双方のニーズに対してフレキシブルに対応で

きる学科作りを行ってきている。本学科が非常に低い休退学率と高い就職率を維持し

てきている事実は、その教育実践が社会から一定の高い評価を受けている証左と捉え

ている。 
 
【特記事項について】 
(1)この《Ⅳ 教育目標の達成度と教育の効果》の領域で示した評価項目や評価の観点

の他に、教育目標の達成度と教育の効果について努力していることがあれば記述して

下さい。 
 
[英文学科] 

実用英語技能検定の社会的認知度が高いことから、具体的な目標（学習の到達度お

よび到達すべき時期）を定めて努力することの効率性を説き、学生の受験を勧めてき

た。その結果、本学から多くの学生がこれを受験し、高い水準の合格者を送り出すこ

とができた。この実績に対し、10 数年にわたってほぼ連続して(財)日本英語検定協会

より『優秀団体賞』あるいは『優良団体賞』を受賞しており、平成 16 年 3 月には、全

国の短期大学で唯一『文部科学大臣奨励賞』を受賞することができた。 
 
[生活創造学科] 

教育目標達成度の検証ならびに教育効果の向上については、下記２点の取り組みを

挙げることができる。 
 
①学科成果集の刊行とＷｅｂ公開 
 ２年生「専門演習」（通年、４単位）では、履修モデル毎に「ゼミ卒業論文」また

は「卒業制作」の課題を課している。 
「ゼミ卒業論文」は、印刷製本し、卒業時に関係履修モデルの学生に 1 冊ずつ配布

するほか、次年度２年生にも配布し、到達目標の一つとして提示している。「卒業制

作」は、履修モデル毎にＤＶＤ－ＲまたはＣＤ－Ｒメディアに作品を収録保存し、

卒業時に関係履修モデルの学生に 1 枚ずつ配布するほか、次年度２年生にも講義等

で参照させ、到達目標の一つとして提示している。これらは学科ホームページ上に

も公開されており（一部は抄録のみ）、学内外から自由に閲覧できる。 
 卒業生たちは自分や自分の仲間たちの成果物を手にすることによって、達成感と

誇りを持って社会に巣立ち、次年度２年生たちは先輩たちの残してくれた成果を目

標として、それを越える「卒論」・「卒制」を目指す励みとしている。このような良

い循環の中で教育効果の向上を図っている。 
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②「現代女性とキャリア」科目における卒業生の講演 
 １年生科目「現代女性とキャリア」（後期、２単位）では、専任教員の講義に加え

て、優れたキャリアを持って働いている本学科卒業生等をゲスト講師に迎えている。 
この講義では、さまざまな職業分野で活躍する「等身大の先輩たち」の体験談を

聴き、実社会の有り様や女性としてのキャリア形成の過程を知り、キャリア形成に

対する学生の意欲向上と、間近にせまっている「就職活動」への動機付けを目的と

している。2005 年度、講義の初回と最終回に「職業意識尺度調査」を実施したとこ

ろ、この講義を受けた学生たちのキャリア形成に対する意識や意欲に改善傾向が見

られ、この科目の教育効果を確認することができた（詳細は『北星論集 第 5 号』

2008 年３月刊、63 頁～70 頁、「『現代女性とキャリア』が学生の職業意識に与える

効果について」を参照されたい）。 
 
(2)特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。 
 
 
《評価領域Ⅴ 学生支援》 
【入学に関する支援について】 
(1)入学志願者に対し、短期大学では建学の精神・教育理念や設置学科等の教育目的・

教育目標、求める学生象をどのような方法、手段で明示しているかを記述して下さい。

なおそれらが記載されている短期大学案内等の印刷物を添付して下さい。 
 
 [短期大学部全体] 
短期大学部ガイドブックや大学ホームページなどを通して、創立者の建学理念およ

び歴史沿革を表記している。また、学科ごとに作成しているパンフレットには学科の

教育内容や特色なども記載され、受験生にも理解されるよう工夫されている。 
 
[英文学科] 
 大学要覧や大学ホームページにおいて短期大学部の建学の精神および教育理念が明

示されている。また、学科入試委員が中心となって企画編集する「学科サブパンフレ

ット」には、学科の教育目標、その実現のための教員体制、カリキュラム、ならびに

具体的な修学のための計画例などが示されている。また平成 18 年度に作成した短期大

学の歴史および各学科の教育内容を紹介する DVD においても、上記内容が盛り込ま

れており、キャンパス説明会（オープンキャンパス）などにおいて視聴できる環境を

整備している。さらに、北海道内の各地（札幌市のほかに 6 ヵ所ほど）で春秋の 2 回

開催される進学相談会・入試説明会、高校を訪問しての進学説明会、7 月から 9 月に

かけて 3 回実施されるキャンパス説明会（オープンキャンパス）においても説明して

いる。 
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[生活創造学科] 
入学案内パンフレット、学科案内パンフレット、学科ホームページなどの広報活動

を通じて明示するほか、全道各地で開催される入学相談会や高校説明会、キャンパス

説明会（オープンキャンパス）などにおいて志願者ならびに保護者に対して直接説明

している。 
 
(2)入学志願者に対し、入学者選抜の方針、選抜方法（推薦、一般、AO 入試等）をど

のような方法、手段で明示しているかその概要を簡潔に記述して下さい。なおそれら

が記載されている募集要項等の印刷物を参考資料としてご準備下さい。 
 
短期大学部ガイドブック、および各種入試の募集要項や大学ホームページにも明示

し、受験生への情報提供を行っている。 
 特に、進学相談会や高校内説明会を通して、学科の教育内容のみならず、各種入試

の選抜方法なども、直接、高校生へ伝えることで、理解を深めてもらえるよう工夫し

ている。また、年に 3 回開催しているキャンパス説明会（オープンキャンパス）にお

いても、学科教員や入試課職員が相談コーナーを設置して、個別の質問に応じている。 
 
(3)広報および入試事務についての体制（組織等）の概要を記述して下さい。また入学

志願者、受験生等からの問い合わせにはどのような体制で応じているかを記述して下

さい。 
 
本学の入学試験および学生募集は、副学長を議長とする大学教学会議のもとに、入

学試験センター（以下、入試センター）を中核としながら全学体制で実施されている。

入試センターの業務は、各種入学者の選抜試験に係る計画および実施に関する事項、

各種入学者の選抜試験に係る合格者決定案の立案に関する事項、その他入試センター

委員会の目的を達成するために必要な事項を協議運営する。 
入試センター長は、入試センター委員会の議長として、入試センター運営の基本方

針に関する事項、入試センターの活動計画に関する事項、入試センターの管理運営に

関する事項、入試センターの管理運営に係る予算案および決算案に関する事項、その

他学長、副学長またはセンター長が諮問した事項を審議する。 
入試センター委員会は、入試センター長、学科会議および言語教育部門会議から指

名された委員、および入試課長をもって構成員としている。この事務担当部署は、入

試課が担当している。 
入学志願者、受験生および高校からの問い合わせについては主に入試課が対応し、

大学ホームページ上でのメール質問については、企画広報課を通じて、同じく入試課

が対応している。学科に関する詳細な質問などについては、学科選出の入試委員が担

当することになっている。 
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(4)願書受付から合否通知にいたる入学試験の流れについて、選抜方法ごとにその概要

を記述して下さい。また多様な選抜を公平かつ正確に実施しているかどうか、入試事

務の責任者は現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。入学願書等を参

考資料としてご準備下さい。 
 
[概要] 

一般入試 
 願書受付（郵送消印有効）        総務課             
        ↓ 
 願書開封・点検             入試課             
        ↓ 
 受験票発送               入試課             
        ↓ 
 入学試験実施       入試センター・短期大学部教員および事務職員  
        ↓ 
 採点              短期大学部教員および入試センター委員  
        ↓ 
 集計                  職員              
        ↓ 
 合格判定資料作成            入試センター委員会（入試課）  
        ↓ 
 合格判定学科打合せ           学科教員            
        ↓ 
 合格判定教授会             全教員             
        ↓ 
 合格者一覧および入学手続書類       入試課              
（合格通知書含む）発送・合格発表 
 

自己推薦入試 
 願書受付（郵送消印有効）        総務課             
        ↓ 
 願書開封・点検             入試課             
        ↓ 
 受験票発送               入試課             
        ↓ 
 入学試験実施（面接）（小論文生活創造学科のみ）入試センターおよび短大教員  
        ↓ 
 採点                  短期大学部教員         
        ↓ 
 合格判定資料作成            入試センター委員会（入試課）  
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        ↓ 
 合格判定学科打合せ           学科教員            
        ↓ 
 合格判定教授会             全教員             
        ↓ 
 合格者一覧および入学手続書類      入試課             
（合格通知書含む）発送・合格発表 

 
指定校推薦入試 

    願書受付（郵送消印有効）        総務課             
            ↓ 
    願書開封・点検             入試課             
            ↓ 
    受験票発送               入試課             
            ↓ 
    入学試験実施（面接・小論文等）     入試センターおよび短期大学部教員  
            ↓ 
    採点                  短期大学部教員         
            ↓ 
    合格判定資料作成            入試センター委員会（入試課）  
            ↓ 
    合格判定学科打合せ           学科教員            
            ↓ 
    合格判定教授会             全教員             
            ↓ 
    合格者一覧および入学手続書類      入試課              
   （合格通知書含む）発送・合格発表 
 

社会人入試・帰国生徒入試・外国人留学生入試 
一般入試と同様の流れになる。 

 
[入学試験センター長] 

本学の入学選抜方法は、一般入試、自己推薦入試、指定校推薦入試（学園内高校を

含む）、社会人入試、帰国生徒入試、外国人留学生入試である。 
(1)一般入試：学力検査により合否を決定する。（ただし生活創造学科については、合

格最低点の同点者が複数いた場合は、調査書を参考とする。） 
(2)自己推薦入試：次のような出願資格を設けている。 

英文学科は、次のいずれかの要件を充たす者 
① 実用英語検定試験 2 級一次合格以上の者 
② 高等学校又は中等教育学校での全科目評定平均値が 4.2 以上の者で、英語評定
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平均値が 4.8 以上の者 
生活創造学科は、評定平均の基準は設けないが、本学での学習にも充分対応できる

能力を有する者。 
これらの出願条件に当日の学力検査（小論文）、面接、自己推薦文および調査書によ

って合否を決定する。 
(3)指定校推薦入試：小論文と面接によって合否を決定している。 

自己推薦入試および指定校推薦入試の面接試験においては、複数の面接官を配置す

ることによって、客観性および公正性を確保している。 
いずれの入学選抜方法においても、合否は教授会において決定され、そのための判

定資料は、入試センター委員会が原案を作成する。一般入試での学力検査は、全問マ

ーク形式で実施し、判定資料も受験者の氏名を伏せて、受験番号のみで判定案を作成

している。 
また、受験生からの情報開示の請求を受けて、一般入試の得点開示を行うとともに、

本人からの許諾を得たものに限り出身高校へも情報開示を行っている。さらに、一般

入試における出題の意図や受験者・合格者の平均点や最低点なども短期大学ガイドブ

ック上で公開するなど、選抜基準の透明性、明確性は確保していると考える。 
加えて、採点の公正性および客観性を確保する方策として、小論文の採点の際には、

採点者が受験者を特定できないように、解答用紙の受験番号および氏名の部分を隠し、

紐綴じした上で複数の教員が採点するなど、受験生の匿名性および採点の客観性の確

保に努めている。 
年度末には、入試センター委員会が各種入試の実施運営などの総括を行い、自己点

検・評価を報告書にまとめ、学長へ提出することになっている。これは短期大学部の

みならず、大学を含めた全学体制の中で、検討・議論されるシステムとなっている。 
 
(5)合格者もしくは入学手続者に対し、入学までの間、授業や学生生活についてどのよ

うな方法、手段で情報の提供を行っているかを記述して下さい。なおそのための印刷

物等があれば参考資料としてご準備下さい。 
 
[英文学科] 
 学科としては、合格者もしくは入学手続者全体に対する入学前の「授業や学生生活

についての情報の提供」はおこなっていない。ただし、本学附属高校からの入学手続

者（例年 10 名前後）を対象とした授業や学生生活に関する情報提供の場を 2 月中旬に

設定している。具体的には本学の教室あるいは会議室を会場として「必修科目と選択

科目・『単位制』・履修登録の方法・成績評価のしくみ等」についてガイダンスを実施

すると同時に、図書館の利用法を説明した上で図書館に案内し、「英文で書かれた読み

物」を貸し出している。 
 
[生活創造学科] 

生活創造学科の入学者のうち、推薦入学制度(「指定校推薦)」と「自己推薦」)によ

る入学者の割合は、75～85%と高い割合を占めている。入学前年の 12 月に試験と合格
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発表が行われ、4 月までの間を短期大学部入学に向けてどのように有意義に過ごさせ

るかが、懸案事項になっていた。そこで、本学科では、以下の取組みを実践してきた。 
① 推薦入学予定者への入学前学習指導システムの導入可能性調査 

実施時期  平成 17 年度(平成 17 年 12 月～平成 18 年 3 月まで) 
   実施内容  指定校推薦を依頼している高校進路指導部への郵送アンケート調

査。 

推薦入学合格者へのアンケート調査。在学生へのアンケート調査。 
学園内 3 高校との懇談会。報告書作成。 

② 推薦入学予定者向け「ブログ」の試験的運用 
実施時期  平成 18 年度(平成 19 年 1 月～平成 19 年 3 月まで) 
実施内容  平成 19 年 4 月入学予定者のうち推薦合格者を対象に、インターネ

ットを活用して入学予定者と教員、あるいは入学予定者同士が情

報交換するためにブログを開設した。参加は任意とした。 

③ 推薦入学予定者に対する「入学前教育」の実施 

実施時期  平成 19 年度(平成 20 年 1 月～平成 20 年 3 月まで) 
実施内容  平成 20 年 4 月入学予定者のうち推薦合格者を対象に、「推薦図書

の購読とレポート作成」を課すことで、入学前教育に本格的に着

手した。 
      推薦合格者のいる高校進路指導部にも「協力依頼」文書を送付し、

理解と指導を求めている。 
④ 推薦入学予定者向け「電子掲示板」の運用 

実施時期  平成 19 年度(平成 20 年 1 月～平成 20 年 3 月まで) 
実施内容  平成 18 年度のブログ試験運用の評価・反省から、携帯電話からの

アクセスが可能で、個人 ID の登録利用ができる「電子掲示板」の

運用を開始した。参加は任意とした。 

 

 入学前教育と入学前情報提供は緒に就いたばかりであり、まだ充分な評価ができ

る段階ではないが、入学予定者・高校側・短期大学部側の三者がその必要性を認め

ている課題であり、今後に良い効果がでてくることを期待している。 

 
(6)入学後（入学直前を含む）、入学者に対して行っている学業や学生生活のためのオ

リエンテーション等の概要を示して下さい。 
 
入学式後の一週間をオリエンテーション期間と定めて、短期大学部教育目的に関す

るオリエンテーション、学科課程オリエンテーション、履修に関するオリエンテーシ

ョン、奨学金オリエンテーション、図書館利用に関するオリエンテーション、カルト・

ネットビジネス被害防止講演会、定期健康診断などを実施している。それとは別に短

期大学部新一年生全員による一泊二日の宿泊オリエンテーションを実施し、本学の歴

史およびキリスト教主義による建学の精神に関する学部長講演、クラスごとの修学相

談や学生間の交流、履修登録相談、レクリエーションなどを実施している。新入生に
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とっては友達作りのためのよい機会となっており、あたらしい短期大学生活への適応

を促進するための大事な行事の一つであると認識している。 
 
【学習支援について】 
(1)入学時もしくは学期ごとに行っている学習や科目選択のためのガイダンス等の概

要を示して下さい。 
 
[英文学科] 
 年度当初のオリエンテーション期間に実施される「学科教育課程の案内」において、

科目の内容と開講の目的・履修の方法などを、「履修ガイド」や「講義要項（シラバス）」

を用いて具体的に説明している。また短期大学部として 4 月のオリエンテーション期

間中に実施する「宿泊オリエンテーション」においても、教職員および 2 年生リーダ

ーたちから、新入生へのガイダンスが具体的に行われている。さらに履修登録に関し

ては、学生支援課のスタッフによるガイダンスと平行して、クラス担任による履修指

導が学生一人当たり 10 分程度を目処に 2、3 回ずつ行われている。後期科目の履修登

録変更については、7 月中旬にクラス担任を中心として指導が行われている。 
 
[生活創造学科] 

１年生は入学後の全学オリエンテーション期間中に、約2時間をかけて、学科課程(履
修方法)についてガイダンスを実施している。ここでは、卒業単位数、評価方法、履修

登録方法、履修モデル制などについて説明を行うとともに、クラス担任の紹介を行う。

その数日後には、12～15 名程度のクラスごとに分かれて、担任教員がクラス別履修ガ

イダンスを行い、個別の質問や疑問に答えるようなきめ細かい指導を行っている。 
履修登録はコンピュータ処理のマークシートで行うが、仮登録の段階で各学生が出

力票を担任に見せ、最終確認の検印をもらってから本登録が行われるシステムになっ

ている。 
また 2 年生に対しても 4 月の学期開始時に、約 2 時間をかけて、学科課程(履修方法)

に関するガイダンスを実施している。履修登録は 1 年生と同じ手順で、担任の確認を

経て本登録される。担任確認の時点で１年次の取得単位数・成績・進路について学生

と担任との間で話し合いが持たれる場合が多い。 
 
(2)学習や科目選択のための印刷物（学生便覧等を除く）があれば参考資料としてご準

備下さい。 
 
(3)基礎学力不足の学生に対し補習授業等の取組みを行っている場合は、その概要を記

述して下さい。 
 

本学では、指定校推薦入学試験において、基礎学力が不足している部分があると思

われる入学手続者に対し、不足部分を指摘した上で、高校に対し大学入学までに、そ

れを補うための指導を要請している。生活創造学科においては、さらに高校での指導
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後、レポートを提出してもらい、その成果の確認を行っている。 
 現在のところ大きな問題は発生していないが、今後、より多様化する学生を受け入

れる過程において、さらなる対策を検討する必要性が出てくることも充分考えられる。

そうなった場合に、対応が遅れないよう、入学試験成績や入学後の修学の成果につい

ても、充分に注意しなくてはならないと考えている。 
 
(4)学生の学習上の問題、悩み等に対し指導助言のための取組みや体制があれば記述し

て下さい。 
 
[英文学科] 
 本学科では、およそ 20 名の学生に対して 1 名の専任教員が担当する「クラス担任制

度」が学生の修学および生活に対する指導助言に大きな役割を果たしている。その他

に現在では『オフィス･アワー』制度を取り入れ、全専任教員が週当たり 1 時間半から

4 時間程度学生との面談のためにオフィスを開放し、指導助言にあたっている。また 5
年前から『プログレス･シート』を導入した「学習アドバイザー制度」を設け、専任教

員一人当たり1学年16名ほどの学生を担当して指導助言する取組みを実施してきたが、

平成 19 年度からはこれを『スタディ･スキルⅠ、Ⅱ』としてカリキュラム上に位置づ

け、毎週 45 分間のグループ・ミーティングと個別指導を組み合わせた形式を取って、

「学習上の問題、悩み等に指導・助言」を与えている。 
 
[生活創造学科] 

1 年前期はクラス担任制、1 年後期から卒業までは履修モデル担任制をとっており、

学生に対する指導助言の仕組みとして、担任制が充分に機能している。担任に相談し

難い内容については、学科長あるいはほかの教員が直接相談を受け、指導助言するこ

とにしている。 
 また、年間に 30 回程度、開講期間中はほぼ毎週開催される学科会議において、修学

上の悩みや問題などを抱える学生に関する、情報の共有を図り、専任教員による迅速

な対応を常に心がけている。 
 
(5)進度の早い学生や優秀学生に対する学習上の配慮や学習支援を行っていれば、記述

して下さい。 
 
[英文学科] 
 『オーラル･イングリッシュ』という科目の場合、1 年次前期後期に『Ⅰ』『Ⅱ』を、

2 年次の前期後期に『Ⅲ』『Ⅳ』を学習するのが標準である。しかし、入学者の一部に

は入学前に海外生活の経験を持つ者など、『Ⅰ』『Ⅱ』レベルでは物足りなさを感ずる

学生も存在する。そのような場合、本人からの申し出と担当教員の認定があれば、学

科としての了解の下に、1 年次で『Ⅲ』『Ⅳ』の受講を認めることがある。そのような

学生の場合は、2 年次で上級レベルの『Ⅴ』『Ⅵ』を受講することとなる。それ以外に、

1 年次での『Ⅰ』『Ⅱ』受講を経て進境著しい学生も『Ⅴ』『Ⅵ』を受講することが可
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能である。また、『通訳法』は本来は 2 年次前期の科目であるが、選抜された優秀学生

を対象として 1 クラスだけ 1 年次後期に開講している。 
 
[生活創造学科] 

必修科目「基礎情報処理」（1 年 2 単位）では、平成 14 年度より「習熟度別クラス

編成」を実施している。入学予定者に郵送アンケートを実施し、情報処理スキルに関

する自己申告を基にクラスを編成している。これは中学・高校での情報教育が普及浸

透する中で学生間の習熟度のばらつきが大きくなり、それに対応するために導入した

もので、効果を上げている。 
 
【学生生活支援体制について】 
(1)学生生活を支援するための組織や体制（教員組織、事務組織のいずれも）の現状を

示して下さい。 
 

四年制大学も含め学生生活を支援する組織体制（会議体）としては、全学科長 10
人、言語教育部門長、共通科目部門長、教職部門長、学生支援課長の 14 人からなる教

学運営委員会がある。教学運営委員会では、教育や学生生活面での諸問題を取り扱っ

ている。 
 その他にセクシャルハラスメント、アカデミックハラスメントを扱う、キャンパス・

ハラスメント防止委員会が学長、副学長、各学部長 4 人、事務局長で構成されており、

問題が発生した際は早急に調査解決委員会が編成され、調査結果を防止委員会に諮問

して、防止委員会が対応・解決する体制をとっている。 
 事務組織としては学生支援課（専任 24 人、臨時・派遣職員等 26 人）が教学面を中

心に、正課および課外活動面で学生生活の支援にあたっている。 
 
(2)クラブ活動の現状、学友会の現状、学園行事（学園祭、短大祭等）の実施の状況を、

その指導体制および学生の活動の状況を含めて記述して下さい。 
 
平成 14 年に女子短期大学が短期大学部として現在のキャンパスに移転した際、クラ

ブ活動も同じ活動（種目）を行ってきたものは合併し、固有の活動を行ってきたクラ

ブも短期大学部学生のみという入部資格は設けずに学部学生と同じ活動を継続してい

る。短期大学部学生の課外活動加入率は 60.7％であり、活発に参加している。 
短期大学部及び大学に在学中の全学生をもって構成する学生組織として、北星学園

大学･北星学園大学短期大学部学生自治会（以下「学生自治会」という）という組織を

持っている。この学生自治会の最高意思決定機関として全学生から選出した委員によ

り組織される評議会を置いている。これらは短期大学部と大学の合同の組織機関であ

り、短期大学部独自の学生自治会組織はない。会費は年額 4,000 円として、在学中毎

年度徴収している。徴収された会費の配分基準は、自治委員会（学生自治会執行機関）

運営費が 5/100、サークル活動費 74/100、行事費 21/100 となっている。なお、サーク

ル活動費の各サークルへの配分は、自治委員会及びサークル協議会の意見を聞きなが
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立って、資産の効率的運用を図るものとする。」と定めている。 
また、同要領の第 5 条には、「資産運用の対象選択」として「資産運用の対象・期間

等の条件選択に当たっては、財務委員会、理事会の承認を得た運用方針に従い、運用

資産の区分・使途・資金計画当に適合する最適な条件を備えたものを選択するものと

する。」と定めている。 
なお、内部牽制を目的として、同要領の第 6 条および第 7 条に、それぞれ「運用の

決裁手続き」と「運用の状況・実績の報告義務」を定めている。 
 
(7)寄附金・学校債の募集を行っていればその概要を記述して下さい。なお寄附金・学

校債の募集についての印刷物を訪問調査の際に参考資料としてご準備下さい。 
 
寄付金については、同窓生、学生の保護者および教職員などの個人への募集活動を

行っているほか、同窓会・後援会および企業にも依頼をしている。帰属収入に対する

寄付金比率は、全国平均にほぼ近い結果となっているが、私立学校関係税制改正の動

きもあり、今後は、税制面の優位性を PR していくなど、積極的な寄付金募集活動が

求められている。 
なお、北星学園は、文部科学大臣による特定公益増進法人であることの証明を受け

ているが、私学振興共済事業団が扱う受配者指定寄付についても、今後の検討課題と

している。 
学校債については、昭和 53 年度を最後として募集を行っていない。 

 
【財務体質の健全性と教育研究経費について】 
(1)過去 3 ヶ年（平成 17 年度～19 年度）の資金収支計算書・消費収支計算書の概要を、

別紙様式 1 にしたがって作成し、添付して下さい。 
 

◆添付資料「資金収支計算書・消費収支計算書の概要」 
 
(2)平成 20 年 3 月 31 日現在の貸借対照表の概要を、別紙様式 2 にしたがって作成し、

添付して下さい。 
 

◆添付資料「貸借対照表の概要」 
 
(3)財産目録および計算書類（資金収支計算書、資金収支内訳表・人件費支出内訳表・

消費収支計算書・消費収支内訳表・貸借対照表・固定資産明細表・借入金明細表・基

本金明細表）について、過去 3 ヶ年（平成 17 年度～19 年度）分を訪問調査の際に参

考資料としてご準備下さい。 
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(4)過去 3 ヶ年（平成 17 年度～19 年度）の短期大学における教育研究経費比率（消費

収支計算書の教育研究経費を帰属収入で除した比率）を、小数点以下 2 位を四捨五入

し 1 位まで求め記述して下さい。 
 
教育研究費比率（平成17年度～19年度）

(a)

(b)

(a)/(b) 32.3%

162,223千円

644,642千円

25.2%34.6%

教育研究経費支出

帰属収入

教育研究経費比率

19年度

188,996千円

585,627千円

17年度 18年度

193,051千円

557,683千円

 
 
【施設設備の管理について】 
(1)固定資産管理規程、図書管理規程、消耗品および貯蔵品管理規程等、施設設備等の

管理に関する諸規定を、財務諸規定を含めて一覧表として示して下さい。なお整備し

た諸規程を訪問調査の際に参考資料としてご準備下さい。 
 

学校法人北星学園規程集 
経理 

  北星学園経理規程 
第５章 固定資産（別途「学校法人北星学園 固定資産及び物品管理の手引」

により管理） 
   第６章 物品 
北星学園大学規程集 
 第１編 基本通則 
  第２部 管理運営の組織 
   第４章 施設管理 
    第１節 校地及び校舎 
     ●北星学園大学 校舎及び校地の使用並びに集会規程 
    第２節 体育館 
     ●北星学園大学 体育館等利用規程 
    第３節 大学会館 
     ●北星学園大学 大学会館、サークル棟及び学生交流会館 kirari 規程 
     ●北星学園大学 学生交流会館 kirari 利用細則 
    第４節 掲示板 
     ●北星学園大学 掲示規程 
 第６編 図書館・センター  
   第１章 図書館 
     ●図書館利用規程 
     ●教育学術情報データベース利用規程 
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(2)火災等の災害対策等、以下の危機管理対策について現状を簡潔に記述して下さい。 
 
①火災等の災害対策 

消防計画（自衛消防隊自衛消防隊組織表、火災予防組織表、緊急連絡網含む）を

作成し、その中で火災対策、震災対策などの整備を行っており、消防計画を教職員

に配付している。 

また、消防設備点検、防排煙設備点検、危険物貯蔵所点検、電気設備保守点検な

どの施設設備の点検を専門業者に委託し定期的に実施している。 

なお、危機管理委員会を中心として危機管理マニュアルを整備しており、火災、

地震、台風、大雪などの災害時の具体的な対応を示している。 
 
②防犯対策 

夜間・休日時には、専門業者に委託し守衛業務および構内巡回警備を行っている

ほか、一部の建物には機械警備（人感センサー、電気錠など）を導入している。駐

車場については、原則として学生の自動車通学を禁止としている関係もあり、日曜・

休日を除き専門業者に委託し管理人を配置している。 

なお、危機管理委員会を中心として危機管理マニュアルを整備し、その中に不審

者侵入、不審物発見、盗難発生時などの具体的な対応が示されている。 
 
③学生、教職員の避難訓練等の対策 

防火訓練を年に１回実施しており、訓練内容のマニュアルを教職員に配付すると

ともに、消防署への通報訓練、非常放送による学生・教職員等の避難誘導、消火器

の使用方法説明および模擬消火訓練を行っている。 
 
④コンピュータのセキュリティ対策 

学内のコンピュータは全て学内ＬＡＮに接続されており、学内と学外との間には

Firewall が設置され、コンピュータウイルス対策や外部からの不正なアクセスに対

するセキュリティ強化を図っている。 

 また、各クライアントのパソコンにも個別にウイルス対策ソフトがインストール

され、メールや外部媒体などからのウイルス感染を防いでいる。 
 
⑤省エネおよび地球環境保全対策 

夏季期間のエアコン設定温度の適正化を教職員・学生に呼びかけ、デマンド監視

装置を設置して電力消費量の削減に努めている。今後、エアコン集中制御管理シス

テム（校舎・図書館）および熱線遮蔽ガラスフィルム（校舎）の設置を予定してお

り、エアコンの発停制御を中央から行うことにより更なる電力消費量の削減を目指

している。また、暖房パネルヒーターへ暖房温水電動弁（サーモ）を設置するなど、

効率的なボイラーの運転により重油使用料の削減を目指している。 

 ゴミは４種類に分別した回収を徹底しており、廃棄物の発生抑制や再生資源の利

用に努めている。また、環境緑化の観点から植栽を行いキャンパス内の緑化を推進
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している。 
 
【特記事項について】 
(1)この《Ⅸ財務》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、財務管理について努

力していることがあれば記述して下さい。 
 
(2)特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。 
 
 
《評価領域Ⅹ 改革・改善》 
【自己点検・評価について】 
(1)短期大学では自己点検・評価を、短期大学の運営のなかでどのように位置づけてい

るか。また自己点検・評価を実施するための組織、規定等の整備状況を記述して下さ

い。また今後、自己点検・評価をどのように実施しようと考えているかについても記

述して下さい。 
 

本学は、平成 3 年の短期大学設置基準改正によって点検・評価が努力義務とされた

ことを受け、同年 12 月に「教育・研究評価に関する特別委員会」を設置して、教育・

研究の活性化を念頭においた点検・評価作業を実施した。その後、各委員会における

点検評価事項の統合化を図り、改善事項の具体化と実施計画の策定を行うべく、平成

5 年に「北星学園大学 点検評価に関する規程」を制定し、同規程により全学点検評

価委員会を設置した。全学点検評価委員会は平成 17 年度より自己点検評価委員会と名

称を変更し、現在に至っている。 
自己点検評価委員会は、本学における全学的事項に関する点検評価の基本方針を策

定し、本学の教育研究、管理運営および財務等に係る点検評価を行う。委員会の構成

員は委員長である学長、副学長、学部長、短期大学部長、スミス・ミッションセンタ

ー部長、事務局長、事務局次長、大学に所属する事務職員のうち、事務局長により指

名された者 2 人である。平成 19 年度は事務職員から学生支援課長、教育・研究支援課

長が指名され、委員となっている。 
今後は、各委員会との連携を強めるとともに、適切な自己点検・評価基準を策定し、

より充実した自己点検・評価を実施していく方針である。 
 
(2)過去 3 ヵ年（平成 17 年度～19 年度）の自己点検・評価報告書の発行状況を記述し

て下さい。またその報告書の配布先の概要を記述して下さい。なお過去 3 ヵ年（平成

17 年度～19 年度）にまとめられた自己点検・評価報告書を訪問調査の際にご準備下

さい。 
 
 本学では、平成 5 年度より毎年度「自己点検評価報告書」を発行している。報告書

は全教員、全課に配布され、学外では道内の短期大学をはじめ、キリスト教学校教育
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同盟大学など、全国約 200 校の大学・短期大学に送付している。さらに個別の要望が

あった場合には、その都度送付している。 
 
【自己点検・評価の教職員の関与と活用について】 
(1)平成 19 年度までに行った自己点検・評価に関わった教職員の範囲を記述して下さ

い。また今後、どのような教職員の関わり方が望ましいと考えているかを記述して下

さい。 
 
 自己点検評価委員会が発議母体となり、各学部、学科、部門、委員会などにおいて

その責任者を中心として、各部局の点検・評価を行い、問題点、次年度への課題など

を出し合う会議を日常的に積み重ねてきている。したがって、多くの教職員が自己点

検・評価に関わったといえる。 
 今後も、各部局における継続的な点検・評価を続けていくが、可能な限り全教職員

が関与し、共通の意識を持つことが望ましいと考えている。 
 当該年度の教育・研究活動を反省し、次年度への目標を再認識する上でその意義は大き

いが、それに対する全教職員の認識が十分とは言えない、あるいは年度末の自己点検・評

価が形式的になりつつあるという問題点も指摘されている。今後、年度途中で実施状況を

検証する等、何らかの対策を講ずべき課題と考えている。 
 
(2)平成 19 年度までに行った自己点検・評価結果の活用についてその実績を記述して

下さい。また今後、自己点検・評価の結果をどのように活用しようと考えているかに

ついても記述して下さい。 
 
 各部局から自己点検評価委員会に提出された「自己点検評価報告書」は、自己点検

評価委員会からの評価を添えてフィードバックされている。各部局は自己点検評価委

員会からの評価および各部局が設定した次年度への課題に基づいて、それぞれの取組

みを遂行している。 
 ただ、各部署からの取組み状況の報告は年度末のみであるため、今後は年度途中に

各部署に対して課題取組み状況の中間報告を求め、各部署の取組みならびに改善・改革の

進捗を検証するシステムを構築していきたい。 
 
【相互評価や外部評価について】 
(1)平成 19 年度までに行った相互評価および外部評価の概要を示し、評価結果の活用

についてその実績を記述して下さい。 
 
 併設の四年制大学では、平成 12 年度に大学基準協会の相互評価を受けた経験がある

が、短期大学部は未だ実施に至っておらず、今後の課題である。 
 
 
 


